
第一章 原始社会から倭王権へ

盟主衣女塚古墳

第一節吉代社会への胎動

第二節倭王権の神戸市域への進出



第
一
節

古
代
社
会
へ
の
胎
動

地
域
区
分
と
考
察
の
視
点

六
甲
山
地
周

辺
の
水
系

神
戸
市
域
は
、
六
甲
山
地
を
と
り
ま
く
水
系
に
注
目
す
る
と
、
南
部
（
東
灘
・
灘
・
中
央
・
兵
庫
・
長
田
・
須

時
間
区
）
・
西
部
（
垂
水
・
西
区
）
・
北
部
（
北
区
）
に
分
け
ら
れ
る
。

い

し

ゃ

と

が

六
甲
山
地
の
南
部
は
、
芦
屋
川
、
住
吉
川
、
石
屋
川
、
都
賀
川
、

旧
湊
川
、

か

る

も

み

よ

う

ほ

う

じ

旧
苅
藻
川
、
妙
法
寺
川
な
ど
、

出
生
田
川
、

小
さ
な
河
川
が
い
く
つ
も
南
流
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
河
口
部
に
は
砂
堆
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
背
湿
地
で
は
稲
作
が
行
わ
れ

て
い
た
。
特
に
侶
淡
川
よ
り
西
側
で
は
大
き
な
砂
堆
が
形
成
さ
れ
、
活
発
に
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
甲
山
地
の
西
部
は
東
側
の
小
さ
な
河
川
の
南
流
域
と
西
側
の
明
石
川
水
系
に
大
別
さ
れ
、

し

お

や

た

に

あ

さ

ぎ

り

そ
し
て
、
小
河
川
域
は
塩
屋
谷
川
と
福
田
川
の
流
域
、
山
田
川
と
抑
制
審
川
の
流
域
に
細
別
さ
れ
る
。
ま

そ
れ
ぞ
れ
の
河
口
部
に
は
砂
堆

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

た
、
明
芯
川
水
系
は
下
流
域
、
中
・
上
流
域
、
支
流
の
中
・
上
流
域
に
細
別
さ
れ
る
。
こ
の
な
か
で
、
明
石
川
の
下
流
域
は
生

産
性
も
高
く
、
こ
の
地
域
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

六
甲
山
地
の
北
部
は
、
東
側
の
武
庫
川
水
系
と
西
側
の
加
古
川
水
系
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
武
庫
川
水
系
は
北
流
す
る
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有
馬
川
・
有
野
川
・
八
多
川
の
中
・
上
流
域
、
東
流
す
る
長
尾
川
の
中
・
上
流
域
、
合
流
し
た
有
馬
・
有
野
・
八
多
・
長
尾
川

が
武
庫
川
に
流
れ
込
む
あ
た
り
に
細
別
さ
れ
る
。
こ
の
な
か
で
有
馬
川
と
長
尾
川
が
合
流
す
る
所
は
生
産
性
も
高
く
、
こ
の
地

し

と

み

お

》

ご

域
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
加
古
川
水
系
は
士
山
染
川
の
上
流
域
、
淡
河
川
の
流
域
に
細
別
さ
れ
る
。

と
う
た
く

銅
鐸
は
収
穫
に
関
す
る
祭
り
の
時
、
弥
生
時
代
の
集
落
で
使
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
祭
り
を
通
し
て
地
域

銅
鐸
・
拠
点
集
落

と
銅
鏡
・
古
壌

社
会
に
お
け
る
共
通
の
規
範
や
集
日
意
識
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

の
地
域
社
会
は
、
拠
点
集
落
と

呼
ば
れ
る
大
き
な
集
落
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
周
り
に

般
的
な
集
落
が
広
が
っ
て
い
た
。

拠
点
集
落
は
、
四

1
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
点
在
し
、
農
業
だ
け
で
な
く
石
材
や
脊
蹄
な
ど
の
調
達
や
加
工
を
行
い
、

般
集
落
に
分
配
し
て
い
た
。
拠
点
集
活
に
い
た
有
力
者
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
通
し
て
周
辺
の
村
落
と
の
聞
に
一
つ
の
地
域

社
会
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
各
地
の
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
銅
鐸
や
拠
点
集
落
の
分
布
を

見
て
い
け
ば
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
神
戸
市
域
の
社
会
統
合
の
あ
り
方
を
推
測
で
き
る
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
、

δ
ん
か
く
ぷ
ち
し
ん
じ
ゅ
っ
き
ょ
っ

そ
の
な
か
で
も
特
に
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
と

銅
鏡
を
中
心
と
し
た
祭
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

古代社会への胎動

呼
ば
れ
る
鋼
鏡
は
、
大
和
や
河
内
の
政
治
築
関
が
、
政
治
的
な
関
係
を
結
ん
だ
各
地
の
有
力
者
に
配
布
し
た
可
能
性
が
高
い
。

有
力
者
は
、
古
墳
と
呼
ば
れ
る
墓
に
葬
ら
れ
る
時
、

い
ろ
い
ろ
な
物
品
と
と
も
に
銅
銭
を
副
葬
し
た
。

古
墳
に
は
、
円
墳
・
方
墳
・
前
方
後
方
墳
・
前
方
後
円
墳
な
ど
い
く
つ
か
の
形
式
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
前
方
後
円
壌
は
、

大
和
や
河
内
の
政
治
集
団
と
の
関
保
が
強
い
有
力
者
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
墳
に
副
葬
さ

日開努

れ
て
い
る
銅
鏡
や
古
墳
の
形
式
を
見
て
い
け
ば
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
神
戸
市
域
の
社
会
統
合
の
あ
り
方
を
推
測
で
き
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
『
新
修
神
戸
市
史

自
然
・

（
一
九
八
九
年
。
以
下
、
コ
巾
史
』
ー
と
略
記
）
の
内
容
に
、

歴
史
編
I
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最
近
の
発
摘
成
果
な
ど
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
銅
鐸
・
拠
点
集
落
や
銅
鏡
・
古
墳
の
あ
り
方
を
整
理
し
、
神
戸
市
域
に
お
け
る

原
始
社
会
か
ら
古
代
社
会
へ
の
移
行
過
程
を
見
て
み
た
い
。

2 

弥
生
時
代
の
神
戸
市
域

も

と

や

ま

お

と

め

っ

か

前
期
の
前
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
、
北
青
木
遺
跡
・
本
山
遺
跡
・
処
女
塚
古
墳
の
付
近
・
雲
井
遺
跡
・
宇
治
州

た

い

か

い

か

み

さ

わ

南
遺
跡
・
大
開
遺
跡
・
上
沢
遺
跡
な
ど
、
各
地
で
集
落
が
形
成
さ
れ
た
（
図
l
）
。
前
期
の
終
わ
り
か
ら
中
期

の
初
め
に
か
け
て
、
温
暖
化
に
と
も
な
う
海
面
の
上
昇
、
洪
水
に
と
も
な
う
急
速
な
砂
礁
の
堆
積
、
稲
作
の
開
始
に
と
も
な
う

六
甲
山
凶
地

の
南
部

人
口
の
増
加
な
ど
、
状
況
変
化
に
対
応
し
た
居
住
域
を
求
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
な
か
で
本
山
遺
跡
、
雲
井
遺
跡
、
楠
・

え
び
す
む
よ
う

荒
田
町
遺
跡
、
戎
町
遺
跡
な
ど
の
拠
点
集
落
が
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

六
甲
山
地
の
南
部
に
お
け
る
銅
鐸
の
出
土
状
況
か
ら
、
次
の
よ
う
な
想
定
が
な
さ
れ
て
い
る
（
『
市
史
』

I
）
。
当
初
は
、

鹿
川
、

石
屋
川
、

つ
の
銅
鐸
を

3
1
1、

剖
雲
行

！日
生
田
Jll 

旧
湊
川
、

コJ
↑H
E
J
白一1
1
3

、

H
H
，

3
ハ立川口
HHμ

妙
法
寺
川
な
ど
の
流
域
ご
と
に
、

住
之と

Jll 

能
っ
た
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
芦
屋
川
の
流
域
で
は
森
銅
鐸
を
使
っ
て
い
た
集
団
が
何
ら
か
の
理
由
で
崩
壊
し
、

生
駒
銅
鐸
を
使
う
集
団
に
編
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
石
屋
川
よ
り
西
側
で
は
、
間
つ
に
分
か
れ
て
い
た
集
団
が

一
つ
の
集

回
に
編
成
さ
れ
、

そ
の
後
、
石
屋
川
西
岸
の
集
団
に
統
合
さ
れ
た
。

こ
の
想
定
の
是
非
は
に
わ
か
に
決
め
が
た
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
銅
鐸
や
高
地
性
集
落
な
ど
は
芦
屋
川
か
ら
都
賀
川
の

聞
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
都
費
川
よ
り
西
側
と
比
べ
て
、
地
域
社
会
の
再
編
や
統
合
が
活
発
で
あ
っ
た
の
か

4 原始社会から｛委主権へ第一章



古代社会への胎動
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も
し
れ
な
い
。

六
甲
山
地

の
西
部

し
ん
は

3

前
期
の
前
葉
に
は
吉
田
遺
跡
・
新
方
追
跡
・
玉
津
問
中
遺
跡
な

ど
、
明
石
川
の
下
流
域
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
（
国
2
1

そ
し
て
、
後
葉
に
な
る
と
明
石
川
中
流
の
四
一
戸
田
遺
跡
・
常
本
遺
跡
、
山
田
川

流
域
の
大
歳
山
遺
跡
な
ど
に
も
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
新
方
遺
跡
や

玉
津
田
中
遺
跡
は
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
拠
点
集
落
と
し
て
発
展
し
て
い

き
、
他
の
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
石
器
や
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

玉
津
田
中
遺
跡
で
は
製
作
途
中
の
石
臨
了
や
青
銅
器
を
作
る
鋳
型
な
ど
が
、
新

方
遺
跡
で
は
碧
玉
製
の
玉
を
作
っ
て
い
た
痕
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

明
石
川
の
上
・
中
流
域
で
は
、
西
一
日
十
回
・
常
本
遺
跡
の
鴎
辺
に
、
明
石
川
流

ひ
ゅ
う
が

域
以
外
で
は
、
垂
水
・
日
向
遺
跡
の
周
辺
に
拠
点
集
落
が
惣
定
さ
れ
て
い
る

（吋市史』

I
）
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
良
好
な
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

明
石
川
流
域
以
外
で
は
、
拠
点
集
落
が
想
定
さ
れ
て
い
る
福
田
川
流
域
の
垂
水
・

日
向
遺
跡
よ
り
も
山
田
川
流
域
の
大
歳
山
遺
跡
の
周
辺
で
、
弥
生
時
代
や
古
墳

時
代
の
考
古
資
料
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
明
石
川
東
岸
の
小
河
川
域
で
は
、

山
田
川
流
域
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
甲
山
地
の
南
部
と
同
じ
よ
う
に
、
西
部
で
も
中
期
の
後
半
（
一
世
紀
の
前

;t1・代・ LjijlfIH.'<J.:.編JI



て
い
え
＼

後
期
に
は
低
地
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
明
石
川
の
下
流
域
で
は
新
方
遺
跡
が
停
滞
し

江
い
こ
う
か
も
ん
さ
ょ
う

吉
田
遺
跡
の
南
側
に
後
漢
時
代
の
内
行
花
文
鏡
の
破
片
も
見
つ
か
っ
て
い
る
吉
田
南
追
跡
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

い
け
が
み
く
ら
の
い
け

部
が
、
伊
川
（
明
石
川
の
支
流
）
の
中
流
に
あ
っ
た
池
上
口
ノ
池
遺
跡
で
は
集
落
の
全

後
）
に
は
高
地
に
、

そ
し
て
、
大
歳
山
遺
跡
で
は
集
落
の

体
が
後
期
の
末
に
焼
失
し
て
い
る
。

巴 2司

税
志
倭
人
伝
に
「
卑
弥
呼
が
、
（
二
段
紀
の
末
か
ら
一
二
世
紀
の
初
め
に
）
女
王
に
な
る
前
と
、
（
一
ニ
般
紀
の
中
間
引
に
）

死
亡
し
た
後
、
倭
閣
は
乱
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
移
行
す
る
頃
に
は
、

o 1iiiWJの集務

0 <llJVJの拠点um;
轟w由自然浴

。低i也のMYfi
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地
域
社
会
の
再
編
や
統
合
が
進
ん
だ
と
言
え
る
。

六
甲
山
地

の
北
部

武
庫
Ill 
水
系
の
有
馬
JI I 

有
野
Jil 

闘は

八
多
川
・
長
尾
川
の
流
域
は
、

場
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。

な
遺
跡
は
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
合
流
域
に
集
中
し
て

い
る
（
矧
3
）
。
そ
の
中
で
、
有
野
川
の
南
岸
に
は

前
期
の
後
半
に
塩
田
遺
跡
が
形
成
さ
れ
、
拠
点
集
落

と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
集
落
の
中
で
は
石
商
丁

な
ど
が
製
作
さ
れ
、
後
期
に
も
営
ま
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
対
岸
に
は
、
神
戸
市
と
一
一
一
岡
市
の
境
界
と
な
っ

て
い
る
東
西
に
の
び
る
丘
陵
（
通
称
は
八
段
丘
陵
）
が

6 
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第一節古代社会への始動

（『宅原i立跡 g之まと地区
の~Ht(19861ド）JC妙見i!J
総i詮跡調査会、1988託）第 l
関をJi~Iこ一部｝j[J策して作成）

図3 弥生・古墳時代における六甲1l1t邸北部（有馬川流域）の主要な逃跡

7 店主史結rn 古代・中山



弥生H与代における六甲山地北部（淡河川流域）の主要な；遺跡
（｜主＜LU出£HH>'J't3並行二万五千分一地形図淡i"Iを廷に作成）

こ
の
丘
陵
の
北
側
（
武
庫
川
の
南
岸
）
に
は
、
前

た

い

な

か

み

わ

も

ち

だ

期
の
後
半
に
対
中
迎
跡
や
一
一
一
輪
餅
閉
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
。

あ
る
。

E皆、そ
やし
小こて
深志 、
IIIだ中
退 iui
跡の
が後
Jf-: .'cl三
成か
さら
れ後
、j出

か
け
て
は

天
神
遣

拠
点
集
溶
と
し
て
発
展

し
て
い
っ
た
。

」
の
八
景
丘
陵
を
は
さ
ん
だ
地
域
は
、
原
始
・
古
代
を

通
し
て
一
一
一
出
盆
地
（
後
の
渋
滞
国
有
潟
郡
）
の
中
心
地
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
六
叩
山
地
の
南
部
や
西
部
と
同
じ
よ
う
に
、

中
期
以
降
に
は
農
耕
生
活
が
定
着
し
、
遺
跡
の
数
が
増
加

し
て
い
き
、
武
庫
川
流
域
な
ど
に
は
高
地
性
集
落
も
営
ま

え
い
ば
り

れ
た
。
そ
し
て
後
期
に
な
る
と
、
境
問
遺
跡
や
宅
際
遺
跡

な
ど
、
低
地
に
大
規
模
な
集
溶
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

方
、
加
古
川
水
系
の
志
染
川
上
流
域
や
淡
河
川
流
域

は
、
発
掘
調
査
も
少
な
く
不
明
な
点
が
多
い
（
図
4
）
。
そ

ほI4 

の
中
で
淡
河
川
流
域
に
は
、
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て

戸
田
遺
跡
・
勝
雄
遺
跡
・
淡
河
中
村
遺
跡
な
ど
の
集
落
が

散
在
的
に
形
成
さ
れ
た
。
六
甲
山
地
の
北
部
で
は
、
後
述

8 
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の
よ
う
に
、
石
材
な
ど
を
通
し
て
讃
岐
と
密
接
に
交
流
し
て
お
り
、
一
戸
市
遺
跡
か
ら
は
讃
岐
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
土
器
も
見
つ

か
つ
て
い
る
。

」
れ
ら
の
石
材
や
土
器
は
、

？
の
の

に
加
古
川
や
美
嚢
川
を
過
し
て
、
淡
河
川
や
志
染
川
の
流
域
へ
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
形
態
の
土
器
が
玉
津
田
中
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
後
述
の
よ
う
に
、
志
染
川
と
明
石
川
の
流

域
を
結
ぶ
内
陸
交
通
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
石
川
を
媒
介
と
し
た
六
甲
山
地
の
北
部
と
瀬
戸
内
海
沿
岸
と
の
交
流
も

考
慮
し
て
お
く
、
必
要
が
あ
る
。

3 

古
墳
時
代
の
神
戸
市
域

の六
商用
部山

地

前
期
（
一
二
世
紀
の
山
中
強
か
ら
回
目
紀
）
の
古
墳
は
、
都
賀
川
流
域
よ
り
東
側
で
は
集
落
に
近
い
平
野
部
に
多
く
、

い
時
期
か
ら
前
方
後
円
墳
や
大
形
の
荊
方
後
方
墳
が
作
ら
れ
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
も
部
葬
さ
れ
て
い
る
（
図
5
）。

古代社会への胎動

方
、
都
賀
川
流
域
よ
り
西
側
測
で
は
丘
陵
や
尾
恨
の
上
に
多
く
、
東
側
よ
り
も
す
こ
し
遅
れ
た
時
期
か
ら
前
方
後
円
墳
が
作
ら

れ
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
も
副
葬
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
都
賀
川
流
域
よ
り
東
側
が
大
和
や
河
内
の
勢
力
と
の
関
係
が
密
接
で

あ
り
、
六
叩
心
地
南
部
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

都
賀
川
流
域
よ
り
東
側
で
は
、
ま
ず
西
よ
り
の
石
屋
川
と
都
賀
川
の
付
近
に
、
地
域
性
の
強
い
前
方
後
方
墳
（
回
求
和
総
省

お
と
め
づ
か

境
、
処
女
縁
台
墳
の
阪
）
が
作
ら
れ
た
。
西
求
女
塚
は
、
南
部
に
造
営
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
や
前
方
後
方
墳
の
中
で
も
っ
と
も
古

は
し
は
か

一
ニ
角
縁
神
獣
鏡
が
も
っ
と
も
多
く
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
接
状
の
前
方
部
は
箸
墓
古
墳
を

んd戸川

51・；一日ll

い
古
墳
（
三
世
紀
の
後
半
）
で
あ
り
、

J.dl::.ι111立店主st:誕百日9 
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モ
デ
ル
に
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
、
後
方
部
の
墳
頃
か
ら
は
葬
送
儀
礼
に
使
わ
れ

た
山
桧
系
の
土
器
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

や
ま
と
の
あ
た
い

こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
倭
践
と
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
本
家
第
二
節

区内 六甲1L1地南部の主要な古墳
er新修神戸市史殴史編uの凶145を基に一部加筆して作成）

3
項
参
照
）
。

古
墳
の
被
葬
者
は
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
だ
け
で
な
く
、

日
本
海
の
沿
岸
地
域

と
も
交
流
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
桜
ケ
丘
銅
鐸
の
埋
納
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、

石
屋
川
や
都
賀
川
の
付
近
に
は
、
周
辺
地
域
だ
け
で
な
く
、
都
賀
川
流
域
よ
り
東

側
も
し
く
は
南
部
全
体
を
統
轄
す
る
よ
う
な
集
団
が
成
長
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
大
和
や
持
内
の
勢
力
は
、
当
初
こ
の
集
団
の
独
自
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、

そ
の
後
、
住
吉
川
の
付
近
（
東
求
女

え

げ

や

ま

塚
古
墳
↓
ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳
）
や
旧
湊
川
の
付
近
（
夢
野
丸
山
古
墳
↓
会
下
山
二
本
松
古
墳
）

政
治
的
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

に
は
前
方
後
円
墳
が
作
ら
れ
て
お
り
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
が
、
南
部
の
地
域
社

会
へ
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

田
川i前
の邸

間後

m~ ま
浜2ら
天；中
主：期
みヨトか fヘ

古四
墳出
が紀
、~f 

か
り

五
世
紀

に
な
る
と
、

都
賀
川
と
出
生

田
苅
藻
川
河
口
部
の
東
岸
に
念
仏
山
古
墳
が

前
方
後
円
墳
と
し
て
作
ら
れ
た
。
念
仏
山
古
墳
は
、
後
述
の
五
色
塚
古
墳
と
ほ
ぼ
開

じ
時
期
に
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
「
市
史
』

1
）0

そ

IO 
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し
て
、
念
仏
山
吉
墳
の
造
営
集
屈
が
、
回
世
紀
の
後
半
か
ら
五
世
紀
の
初
め
頃
に
六
甲
山
地
の
南
部
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
、
五
世
紀
の
中
期
も
し
く
は
そ
れ
以
降
に
、
脇
浜
天
王
塚
古
墳
の
造
営
集
問
が
、
そ
の
機
能
を
継
承
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
脇
浜
天
王
塚
古
墳
は
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
念
仏
山
古
墳
は
市
街
化
に
よ
っ
て
何
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
不

一
明
な
点
が
多
い
。
も
し
こ
れ
ら
の
吉
墳
が
存
在
し
た
と
す
る
推
定
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
六
甲
山
地
の
閣
辺
で
は
、
福
田
川

ご
し
さ
つ
か

の
間
側
に
あ
っ
た
五
飽
塚
古
壊
ま
で
前
方
後
円
壊
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

の
よ
う
な
、
主
巾
史
』

I
の
推
定

や
想
定
が
妥
当
か
に
わ
か
に
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
六
甲
山
地
の
南
部
で
は
、

四
世
紀
の
後
半
か
ら
五
世
紀
に
入
る
頃

に
地
域
社
会
の
変
動
が
あ
り
、
主
要
な
古
墳
の
造
営
地
は
、
部
袈
川
流
域
の
東
側
か
ら
、
西
側
も
し
く
は
福
田
川
の
西
側
へ
移

一
一
し
て
い
っ

る
問
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
六
甲
山
地
の
周
辺
で
作
ら
れ
た
古
墳
と
比
べ
格
段
に
大
き
く
、
明
石
海
峡
を
強
く

意
識
し
た
所
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
述
の
よ
う
に
倭
蹟
や
凡
河
内
陸
な
ど
の
盛
衰
、
倭
王
権
に
よ
る
神
戸
市
域
へ
の
進
出
状

五
色
壕
古
墳
は
、

出
、
朝
鮮
半
島
へ
と
通
じ
る
瀬
戸
内
海
交
通
の
再
編
な
ど
を
反
映
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

古代社会への胎動

後
期
（
五
世
紀
後
半
1
六
由
紀
）
の
吉
墳
は
、
六
甲
山
地
の
南
部
が
市
街
化
し
て
お
り
、
あ
ま
り
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の

な
か
で
、
住
吉
川
の

（
住
吉
鷹
町
巡
跡
）
で
は
、
坊
ヶ
塚
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
、
住
吉
東
古
壊
（
帆
立
貝
式
台
境
）
、
方
墳
七

基
以
上
な
ど
が
連
続
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

六
甲
山
地

の
西
部

じ
ゅ
ん
な

一
一
世
紀
後
半
に
は
、
弥
生
時
代
の
拠
点
集
洛
で
あ
っ
た
新
方
遺
跡
の
近
く
の
天
王
山
〈
西
区
伊
川
谷
町
潤
和
）

持3一一tlll

ゃ
、
拠
点
集
落
が
付
近
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
西
戸
田
遺
跡
・
常
本
遺
跡
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
明
石
川
の
対
岸
（
同
区
平
野
町
繁
田
・
堅
田
）
で
、
方
墳
が
継
続
的
に
作
ら
れ
た
（
図
6
）0

た
だ
し
、
後
者
の
古
墳
と
西
一
戸

古代・ tJJj立L~5と縦狂
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間
違
跡
・
常
本
遺
跡
の
集
団
は
無
関
係
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て

い
る
。

方
、
時
ゐ
川
流
域
の
拠
点
集
落
の
う
ち
、
残
り

の

つ
で
あ
っ
た
玉
津
田
中
遺
跡
の
周
辺
に
は
特
徴

的
な
古
墳
も
な
く
、
奈
良
時
代
に
か
け
て
小
規
模
な

集
落
に
な
っ
て
い
く
。

は

匹l
由
紀
の

後

自iそ
7!<.~r の
瓢； f実

苦手主
墳出
2 の

~畦
後え
｜弓 lこ

境
）
が
作
ら
れ
た
。
新
方
遺
跡
を
中
心
と
し
た
明
石

川
下
流
域
の
集
団
が
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
と
関
係

くを
に持
はち

夫：空
塚か定

l守合

議長
塚る
古 υ

墳か
よつ

りで

大 K
Jf:; ＂己
の p
filj 墳
万の
後近

円
墳
）
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
の
調
査
に
よ
り
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

中
期
に
な
る
と
、
新
方
遺
跡
の
対
岸
（
明
石
川
の
間
停
）
に
は
、
吉
田
王
塚
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
南
側

に
は
、
弥
生
時
代
の
後
期
か
ら
形
成
さ
れ
た
吉
田
雨
遺
跡
の
集
落
が
、
北
側
聞
に
は
古
墳
時
代
の
中
期
か
ら
形
成
さ
れ
た
出
合
遺

跡
の
集
落
が
あ
っ
た
。
前
者
に
は
、
奈
良
時
代
に
な
る
と
明
石
郡
の
郡
家
が
設
け
ら
れ
た
。
後
者
に
は
、
中
期
後
半
に
な
る
と

亀
塚
（
出
合
一
号
墳
、
帆
立
貝
式
）
が
作
ら
れ
た
。
出
合
遺
跡
か
ら
は
朝
鮮
半
島
系
の
土
器
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

か
ん

sう

ま
た
、
新
方
遺
跡
の
対
岸
（
伊
川
の
東
岸
）
に
は
、
古
横
時
代
の
後
期
に
寒
鼠
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
大
壁
造

12 
）反~M上会から｛委主権へ第一1:£



り
の
建
物
（
柱
な
ど
を
滋
の
な
か
に
国
め
込
ん
で
作
る
住
居
、
渡
米
人
と
の
関
述
が
指
出
附
さ
れ
て
い
る
）
が
克
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

た
い
て
お
り

こ
の
集
落
の
近
く
に
は
、
飛
鳥
時
代
の
末
に
太
寺
廃
寺
が
建
立
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
石
川
下
流
域
に
お
け
る
追
跡
の
中
心
地
は
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
新
方
選
跡
か
ら

間
辺
の
対
岸
へ
と
展
開
し
て
お
り
、
六
甲
山
地
西
部
の
地
域
社
会
は
、
大
き
な
画
期
を
迎
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
世
紀
の
後
半
に
五
色
塚
古
壊
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
葺
石
は
、

材
質
か
ら
淡
賂
島
で
産
出
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
「
播
磨
に
語
り
て
、
山
稜
を
赤
芯
に
興
つ
。
何
り
て
、
船
を
編
み

て
淡
路
島
に
但
し
て
、
そ
の
向
島
の
石
を
述
、
ひ
て
造
る
」
（
『
日
本
書
紀
』
神
功
炉
、

方
、
明
石
川
の
東
側
に
お
け
る
小
河
川
の
南
流
域
で
は
、

お代社会への！始動第一節

政
一
兆
年
二
月
条
）
と
い
う
記
事
は
、

」
の
造
営
過
程
を
示
し
て
い
る
。

五色塚古墳（翠水区）

塚
古
墳
は
、
そ
れ
以
外
の
前
方
後
円
壇
と
は
異
な
り
、
近
く
に
集
落
や
耕
作

地
が
な
く
、
明
石
海
映
を
見
下
ろ
す
場
所
に
あ
っ
た
。

こ
の
近
く
に
は
、
ほ
ぼ
隠
じ
時
期
に
小
選
古
墳
（
兵
庫
県
内
で
は
、
初
来
市

〉
た
し
き
や
ま

和
出
山
町
の
茶
す
り
山
十
日
岐
に
次
い
で
二
議
臼
の
大
き
さ
の
円
墳
）
、
歌
敷
山
古
墳

群
、
舞
子
浜
遺
跡
な
ど
、
副
葬
品
や
埋
葬
方
法
が
異
な
る
古
墳
が
あ
っ
た
。

勾’J~ 1 

賠
層
差
の
あ
る
人
た
ち
が
、
一
本
色
塚
古
墳
の
組
葬
者
を
頂
点
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
古
墳
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

後
期
に
な
る
と
、
小
河
川
の
南
流
域
で
は
、
六
世
紀
の
前
半
に
、
大
歳
山

ニ
号
墳
（
前
方
後
円
頃
）
が
作
ら
れ
た
。
大
歳
山
遺
跡
に
は
、

四
官
紀
の
末

1t;・｛＼＇.・ tii!Jt！絞！と縦n13 



に
も
古
墳
が
作
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
明
石
川
の
上
・
中
流
域
で
は
金
棒
池
一
号
墳
（
前
方
後
円
墳
）
が
作
ら
れ
た
。
明
石
川

の
中
流
域
か
ら
こ
の
古
墳
が
作
ら
れ
た
丘
陵
を
通
り
抜
け
る
と
、
志
染
川
の
中
流
域
に
出
ら
れ
る
。
こ
の
ル
l
卜
は
、
古
来
よ

り
今
日
に
至
る
ま
で
往
来
が
盛
ん
な
所
で
も
あ
る
。
大
和
や
河
内
の
集
屈
は
、
こ
の
よ
う
な
内
陸
交
通
の
要
衝
に
も
勢
力
を
延

ば
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

六
甲
山
地

の
北
部

武
庫
川
水
系
の
有
馬
川
・
有
野
川
・
八
多
川
・
長
尾
川
流
域
で
は
、
弥
生
時
代
の
米
か
ら
吉
墳
時
代
の
初
め
頃

じ
よ
う
づ
か

（
一
一
一
世
紀
の
中
頃
）
に
、
｛
毛
原
遺
跡
の
北
側
の
丘
陵
に
定
塚
古
墳
群
が
、
前
期
の
前
葉
か
ら
中
葉
に
は
、
塩
田

遺
跡
の
北
側
の
通
称
八
景
丘
陵
に
塩
限
北
山
東
古
墳
が
作
ら
れ
た
。

境
問
北
山
東
古
墳
は
、
現
在

田
盆
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る
唯

の
古
壊
時
代
前
期
の
前
方
後
円
壌
で
あ
り
、
一
一
一
角
縁
神
獣

鏡
も
出
土
し
て
い
る
。
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
四
九

O
面
以
上
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
か
ら
出
土
し

た
三
角
縁
鏡
は
、
仏
教
に
関
す
る
閣
像
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
国
で
も
九
面
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ

の
古
墳
の
隣
り
に
は
、

そ
れ
よ
り
も
古
い
前
方
後
円
墳
と
推
’
定
さ
れ
て
い
る
塩
田
北
山
田
古
墳
が
あ
る
。

こ
の
地
域
の
有
力
者
は
、
代
々
大
和
や
河
内
の
政
治
集
屈
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
つ
の
古
墳
は
、
八

景
丘
陵
を
南
北
に
ぬ
け
る
ル

l
ト
に
近
く
、
塩
田
遺
跡
や
有
馬
問
と
武
庫
川
の
合
流
地
点
を
望
む
所
に
あ
る
。
八
景
丘
陵
の
南

側
を
拠
点
と
し
な
が
ら
も
、
三
回
盆
地
や
武
庫
川
を
利
用
し
た
水
運
、
六
甲
山
の
北
側
を
通
過
す
る
陸
連
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

有
力
者
が
葬
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
期
の
大
型
古
墳
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
塩
田
北
山
古
墳
に
理
葬
さ
れ
た
一
族
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

く

さ

か

べ

か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
族
の
盛
表
と
有
力
な
古
墳
の
断
絶
は
、
こ
の
地
域
に
設
置
さ
れ
た
日
下
部
と
そ
の
管
掌
氏
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肢
の
動
向
と
蜜
接
に
関
係
し
て
い
た

る。

後
期
に
な
る
と
、
有
野
川
や
有
馬
川
の
中
流
、
武
庫
川
と
有
野
川
が
合
流
す
る
地
点
の
東
側
、
武
僚
川
の
上
流
と
内
桝
川
・

青
野
町
が
合
流
す
る
所
、
山
田
川
の
流
域
な
ど
、
各
地
に
群
集
墳
が
作
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
集
中
的
に
作
ら
れ
た
の
は
八
景
丘

陵
の
付
近
で
あ
り
、
有
馬
川
・
有
野
川
・
八
多
川
・
長
尾
川
の
上
・
中
流
域
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
長
尾
川
と
有
馬
川

の
合
流
地
点
の
南
側
関
（
北
神
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン
内
第
一
一
一
地
点
古
墳
、
ム
ハ
俊
紀
中
頃
）
、
塩
田
北
山
古
墳
の
尾
根
を
挟
ん
だ
北
側
地
域
に
は

前
方
後
円
墳
（
上
山

号
墳
、
白
山
六
号
墳
）
が
作
ら
れ
、
各
地
の
有
力
者
が
大
和
や
河
内
の
集
団
と
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

一
方
、
加
吉
川
水
系
の
志
染
川
・
淡
河
川
流
域
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
大
型
古
墳
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
淡
河
川
の
流
域

で
散
在
的
に
暮
ら
し
て
い
た
弥
生
時
代
の
人
々
は
、
古
墳
時
代
に
な
る
と
社
会
統
合
さ
れ
、
淡
一
円
中
村
遺
跡
の
周
辺
に
居
住
し

て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
淡
河
中
村
遺
跡
か
ら
は
、
五
世
紀
後
半
の
竪
穴
住
居
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島
系
の
土
器
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。
ま
た
百
諒
系
の
渡
米
人
が
、

一
年
（
七
八
O
）
に
、
淡
河
盆
地
の
開
拓
を
行
っ
た
と
い
う
伝
承
も
残
さ

古代社会への！始動

れ
て
い
る

こ
の
池
域
の
開
発
と
渡
来
人
は
密
接
に
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

4 

石
材
・
鉄
材
の
変
化
と
倭
王
権
の
誕
生

第一郎

弥
生
時
代
の
神
戸
市
域
で
は
、

大
阪
府
と
奈
良
県
の

石
材
を
介

し
た
交
流

境
で
産
出
す
る
一

に
垂
水
区
か
ら
淡
路
島
の
北
端
で
産
出
す

か
な
や
ま

山
産
、
香
川
県
坂
出
市
付
近
で
産
出
す
る
金
山
産
の
石
材
（
サ
ヌ
カ
イ
ト
）
が
持
ち
込
ま

せJ代・ ri3llJ:際史編E
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神戸市岐における主要なお材の産山地表 l

lhl''l:* ¥1 I J の伏1125をii~（『新修/lliJ'irliゾ」
に1'1'11)i:l
J：：記の傾向は、最近のブtJl:1じ品¥11'1'においても
いiじである

れ
て
い
た
。
当
初
、
六
甲
山
地
の
南
部
で
は
金
山
産
（
六
甲
山
地
の
南
部
）
が
、
西
部
で
は
岩

屋
産
（
明
ゐ
川
の
流
域
）
が
多
く
、
二
上
山
産
は
二
O
%
程
度
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
六
甲

山
地
の
南
部
で
は

上
山
陸
、
明
石
川
の
流
域
で
は
金
山
産
の
割
合
が
高
く
な
る
。

し
か
し
、
弥
生
時
代
の
中
期
後
葉
に
な
る
と
、
同
地
域
で
は
二
上
山
産
が
六
五
%
と
な
り
、

二
上
山
を
中
心
と
す
る
大
阪
湾
沿
岸
の
交
流
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の

地
域
は
海
に
面
し
て
お
り
、
海
上
交
通
な
ど
を
利
用
し
て
主
体
的
に
石
川
村
を
入
手
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

た
。
し
か
し
、
鉄
材
が
普
及
し
始
め
る
弥
生
時
代
の
後
期
に
な
る
と
、
金
山
産
が
七
O
%
と
な
っ
た
。
鉄
材
の
普
及
と
と
も
に
、

方
、
六
甲
山
地
の
北
部
で
は
、
当
初
二
上
山
ぃ
肢
が
多
く
、
金
山
z

庄
は
一
O
%
程
度
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

石
材
の
供
給
を
停
止
し
て
い
っ
た
河
内
方
面
か
ら
サ
ヌ
カ
イ
ト
を
入
手
で
き
な
く
な
り
、
讃
岐
方
面
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
河
川
交
通
が
あ
る
と
は
い
え
、
産
地
と
の
距
離
も
遠
一
く
、
河
口
部
に
あ
っ
た
地
域
社
会
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、
石
材
を
入
手
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。
一
一
一
間
盆
地
で
見
つ
か
る
弥
生
時
代
の
土
器
は
、
四
摂
津
の
平
地
部
（
尼
鈎
市

と

こ

い

な

悶
能
町
や
阪
宮
市
仁
川
町
）
や
丹
波
の
影
響
が
強
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
武
庫
川
や
猪
名
川
の
流
域
を
通
し
て
石
材
を
入
手
し
て

た
の
か
不
明
で
あ
る
。

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二
上
山
産
か
ら
金
山
産
に
変
わ
っ
た
時
、
武
庫
・
猪
名
川
流
域
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
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大
和
・
河
内
勢
力

か
ら
倭
玄
権
ヘ

こ
の
よ
う
に
、
神
戸
市
域
は
、
石
材
を
利
用
し
て
い
た
当
初
、
産
出
地
や
交
易
ル

i
ト
な
ど
、
各
地
の

状
況
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
地
域
と
交
流
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
甲
山
地
の
南
部
と
西
部
は
、

し
だ

い
に
二
上
山
方
詔
と
の
交
流
を
強
め
て
い
っ
た
。
二
上
山
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
神
戸
市
域
だ
け
で
な
く
、
近
畿
を
中
心
と
し
て
広

い
範
囲
で
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
大
局
的
に
見
れ
ば
市
域
と
同
じ
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

二
上
山
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
採
掘
か
ら
分
配
に
関
わ
っ
て
い
た
集
団
は
、
石
材
よ
り
も
優
れ
た
鉄
材
が
朝
鮮
半
島
に
あ
る
こ
と

そ
れ
を
獲
得
し
て
分
配
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
志
い
範
囲
の
人
々
と
交
流
し
て
い
た
。
大
和
や
河
内
の
集
団

は
、
し
だ
い
に
政
治
的
な
集
屈
へ
と
発
展
し
、
朝
鮮
半
島
へ
と
通
じ
る
ル
！
ト
上
に
い
た
有
力
者
と
開
盟
を
結
ん
で
い
き
、
倭

お
3
け
ん

王
権
と
呼
ば
れ
る
政
治
組
織
を
誕
生
さ
せ
た
。

知
る
と
、

陪
盟
関
係
に
あ
る
築
関
は
、
時
じ
形
式
の
銅
鏡
や
古
墳
を
媒
介
と
し
、
共
通
の
規
範
や
秩
序
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
倭
王
権
は
、
朝
鮮
半
島
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
鉄
材
や
各
種
の
物
品
・
技
術
・
患
想
な
ど
を
入
手
し
、
同
盟
関
係

に
あ
る
各
地
の
集
団
に
分
配
し
て
い
っ
た
。

古代社会へのll台動

各
地
の
開
始
社
会
は
、
神
戸
市
域
を
含
め
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
主
体
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、

代
社
会
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
地
域
社
会
で
発
生
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
決
し
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
関
係
を
政
治
的
に
処
理
す
る
た
め
、
各
種
の
組
織
や
制
度
を
整
備
し
て
い
き
、
大
王
（
後
の
末
法
）
を
中
心
と
し
た

中
央
集
権
的
な
古
代
関
家
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。

第一節

神
戸
市
域
の
沿
岸
部
は
、
大
和
や
河
内
の
政
治
集
団
と
近
く
、
朝
鮮
半
島
へ
と
通
じ
る
ル

i
ト
上
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
上

記
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
次
節
の
よ
う
な
展
開
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節

縮
見
屯
念
と
億

計
・
弘
計
王

（
後
の
雄
略
天
皇
）

倭
王
権
の
神
戸
市
域
へ
の
進
出

葛
城
臣
・
大
伴
連
の
盛
衰
と
部
員
・
渡
来
人
の
編
成

ま

よ

わ

お

お

く

3
か

七
歳
の
閤
輪
王
（
皇
后
と
前
夫
で
あ
る
大
草
香
皇
子
の
子
）
に
殺
さ
れ
る
（
図
7
、
天
皇
と
い

お

お

は

っ

せ

わ

か

た

け

る

う
称
号
は
七
世
紀
の
後
半
に
成
立
す
る
が
、
便
宜
上
使
用
す
る
）
。
崩
輪
王
は
、
大
泊
瀬
に
い
た
稚
武

か
つ
ら
ぎ
の

に
追
わ
れ
、
昌
城

安
康
天
皇
は
、

（
腹
中
天
皇
の
時
か
ら
国
政
を
担
い
、
次
の
王
位
を
め
ぐ
っ
て
稔
武
’
選
予
と
対
抗
関
係

か
ら
ひ
め

に
あ
っ
た
）
の
家
に
逃
げ
込
ん
だ
。
円
大
臣
は
、
眉
輪
王
を
か
く
ま
っ
た
罪
を
許
し
て
も
ら
う
た
め
、
娘
の
韓
媛
と
「
葛
城
宅

七
区
」
を
献
上
し
た
。
稚
武
皇
子
は
、
韓
媛
を
妃
と
し
つ
つ
も
、
円
大
臣
と
闘
輪
王
を
殺
し
て
し
ま
う
（
税
武
と
斡
媛
と
の
間
に

は
、
後
の
清
努
天
皇
な
ど
、
一
男
一
女
が
生
ま
れ
た
）
。

や
ま
の
さ
み
か
ら
A
く

ろ

の

す

く

ね

い

わ

さ

か

そ
し
て
、
そ
の
後
も
狭
々
城
（
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町
付
近
）
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
山
君
韓
能
指
祢
を
利
用
し
、
磐
坂

い

ら

の

べ

お

し

は

の
市
辺
（
奈
良
県
天
理
市
か
ら
桜
井
市
付
近
）
に
い
た
押
羽
皇
子
な
ど
、
王
位
に
就
く
可
能
性
が
あ
る
兄
弟
や
従
兄
弟
を
次
々
と

殺
し
て
い
っ
た
。

に
よ
る
と
、

あ

お

み

い

い

と

よ

押
羽
皇
子
は
、
青
海
皇
女
（
飯
山
一
恥
皇
女
）
と
と
も
に
、

か
つ
り
与
の
あ
！
と

履
中
天
皇
と
田
市
媛
（
磁
城
諸
国
街
ぬ
の
娘
）
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｛委主権の神戸市域への進出

正妃u皇后）とのi馴H

m：妃との婚期

『日本；！？紀jを務lこ作成

日
比
仁
資

竹

ω開
制
自
前

l諭
I 

岡
山
変
則
削

水
梨
舵
杭
嘉
子

応やjl天皇から仁賢天皇と葛城氏との婚姻関係図7

名
形
大
娘
皇
女

境
問
市
aM田
山
ド
ム
ア
ア

初
公
燦

但
間
内
総
火
娘
泉
女

減
免
泉
女

ザーん内伊

第一/j[J

と
の
簡
に
生
ま
れ

で
、
安
康
天
皇
が
次
の
王
位
継
承
者
と
考
え
て
い
た
と
か
、
安
康
夫
皐
の
死
後
に
市
辺
宮
で
大
王
の

ふ

り

の

お

み

は

え

ひ

め

職
務
を
代
行
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
有
力
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
蟻
臣
（
誌
城
笈
出
宿
祢
の
子
）
の
娘
で
あ
る
英
援
と
の
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聞
に
は
、

億
計
王
宙
開
桃
山
子
・
大
石
州
問
中
）
、

を

け

く

グ

弘
計
王
（
米
自
稔
子
）
、

女
の

女
が
い
た
。

い
い
と
よ
の

A

あ
お
の
〉
ひ
め
み
こ
お
し
ぬ
み
べ

飯
山
窓
会
同
）
女
王
（
忍
海
部
女
王
）
な
ど

お

け

を

け

押
羽
皇
子
の
死
後
、
雄
略
天
皇
の
矛
先
が
億
計
王
と
弘
計
王
に
向
け
ら
れ
る
可
能
性
が
生
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
抑
羽
息
子
の

く

さ

か

ベ

の

む

ら

じ

お

み

あ

た

ひ

こ

帳
内
（
級
王
や
内
級
王
に
ヰ
え
雑
役
や
収
消
防
閣
を
行
っ
た
下
級
の
役
人
）
で
あ
っ
た
臼
下
部
連
使
主
と
そ
の
子
の
吾
田
彦
は
、
二
人

た

と

く

の
皇
子
を
連
れ
出
し
て
丹
波
関
与
謝
郡
へ
向
か
っ
た
。
使
主
は
、
途
中
で
名
を
田
疾
来
と
変
え
る
が
、
殺
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

播
磨
の
縮
見
山
の
石
室
で
自
害
し
て
し
ま
う
。
弘
計
王
は
、
兄
や
五
口
出
彦
と
と
も
に
、
回
一
区
北
部
か
ら
一
一
一
木
市
南
部
に
あ
っ
た

し

じ

み

の

み

や

け

お

び

と

じ

し

ぬ

み

べ

の

み

や

っ

こ

ほ

そ

め

縮
見
屯
倉
の
首
で
あ
っ
た
忍
海
部
造
の
純
白
の
所
へ
向
か
い
、
使
用
人
と
し
て
隠
れ
住
ん
だ
（
第
二
章
第
四
節
2
項
参
照
）

0

め

ベ

を

だ

て

い

わ

た

て

そ
れ
か
ら
二
十
五
年
後
（
清
山
中
天
皇
二
年
十
一
月
）
、
来
日
部
の
小
楯
（
終
楯
）
が
都
か
ら
や
っ
て
来
た
。
小
楯
は
播
磨
に
派
遣

に
い
な
め

」
で
あ
り
、
赤
石
部
（
神
戸
市
西
尽
か
ら
町
ゐ
市
付
近
）
で
新
嘗
（
祭
）
に
供
え
る
物
を
調
達
し
て
い
た
。
そ
の
時
、

さ
れ
た

縮
見
屯
倉
首
の
家
で
は
祝
安
が
行
わ
れ
て
お
り
、
小
楯
も
出
席
し
た
。

志染の石室（三木市）

弟
の
弘
計
王
が
中
心
と
な
り
、
祝
宴
の
席
で
自
分
た
ち
の
身
分
を
明

、－A
J

－－o

ふ川村

12L
ナム

そ
れ
を
聞
い
た
小
楯
は
、

を
作
っ
て

い
で

皇
子
た
ち
を
住
ま
わ
せ
、

へ
報
告
し
た
。

い
な
か
っ

た
清
出
向
T

天
皇
は
大
い
に
喜
び
、
赤
石
に
使
者
を
派
遣
し
二
人
の

を
迎
え
入
れ
た
。

写真2

四
十

歳
の
清
寧
天
皇
は
、
兄
の
億
計
王
を
皇
太
子
と
し
、
二
年

後
に
死
ん
だ
。
二
人
の
皇
子
は
王
位
を
お
互
い
に
譲
り
合
い
、

。
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お

し

ぬ

み

つ

の

さ

し

の

み

や

ヵ
月
が
過
ぎ
た
。
そ
の
閣
は
、
飯
豊
女
王
が
葛
城
川
上
流
の
忍
海
に
あ
っ
た
角
刺
宮
で
大
王
の
職
務
を
代
行
し
た
。
飯
耐
震
女

け
ん
ぞ
う

王
が
四
十
五
歳
で
亡
く
な
る
と
、
弟
が
即
位
し
て
顕
宗
天
皇
と
な
っ
た
。

顕
宗
天
皇
は
、
自
分
た
ち
を
見
出
し
て
く
れ
た
前
掲
磨
国
司
の
小
楯
に
、
彼
が
希
望
し
た
山

さ
び
の
お
み

名
揺
を
「
山
部
連
」
に
改
称
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
小
楯
の
補
佐
役
と
し
て
吉
備
距
を
任
命
し
、
経
済
的
な
基
盤
と
し
て
山
守
部

の
役
職
を
与
え
、
氏
族
の

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
父
の
殺
害
に
加
担
し
た
狭
々
城
山
君
韓
情
宿
祢
を
陵
一
戸
と
し
、
韓
伐
m
が
領
有
し
て
い
た
人
を
山
部
連
に

も
と
の
か
ば
ね

与
え
た
。
ま
た
、
父
の
遺
骸
の
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
置
自
の
兄
で
あ
る
倭
情
宿
祢
は
、
本
姓
に
も
ど
し
、
狭
々
城
山
君

に
ん
け
ん

一
年
後
に
亡
く
な
る
と
、
兄
が
即
位
し
て
仁
賢
天
皇
と
な
っ
た
。

（
、
佐
々
黄
山
公
）
と
し
た
。
顕
宗
天
皇
が

葛
城
庄
の
興
亡
と

倭
王
権
の
発
援

'-
の

の
頃
（
四
・
五
回
紀
）
は
、
葛
城
院
の
娘
を
妻
や
母
と
す
る
大
王
が
多
か
っ
た
。
葛
城
臣
は
、

大
和
や
河
内
の
勢
力
が
西
方
へ
進
出
し
始
め
た
時
、
大
絞
湾
の
沿
岸
や
朝
鮮
半
島
へ
と
通
じ
る
水
上
交

｛委王権の神戸市域への進出

通
を
掌
握
す
る
と
と
も
に
、
忍
海
漢
人
な
ど
の
渡
米
人
を
支
配
下
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
。
大
和
や
、
河
内
の
大
形
の
古
墳
で
は
、

王
世
紀
の
前
半
頃
、
加
古
川
下
流
の
西
側
で
寂
れ
た
竜
山
石
を
能
っ
て
棺
が
作
ら
れ
て
い
た
。

葛
城
臣
は
、
こ
の
議
山
石
の
分
配
に
関
わ
っ
て
い
た
と
き
一
諮
問
わ
れ
、
二
上
山
の
東
側
を
北
流
す
る
葛
城
川
の
流
域
を
本
拠
地

か
つ
ら
さ
の
か
み
か
つ
も
り

5
の

し

も

お

し

ぬ

み

や

ま

に
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
八
世
紀
以
降
葛
上
・
葛
下
・
忍
海
・
広
瀬
郡
に
分
割
さ
れ
た
。
蕗
下
郡
と
広
瀬
郡
に
は
山

A

や
ま
も
り

直
郷
と
山
守
郷
が
あ
り
、
山
部
と
呼
ば
れ
る
部
民
が
葛
城
地
域
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
嵐
郷
（
二
上
山
の
北
側
に
あ
る
穴
虫

い
な
の
ま
ひ
と
お
お
む
ら

川
町
付
近
）
は
、
当
初
山
部
君
の
本
拠
地
で
あ
り
、
山
君
盟
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
威
奈
真
人
大
村
墓
誌
銘
）
。

第二節

大
和
や
河
内
の
政
治
勢
力
は
、
二
上
山
で
取
れ
る
石
材
の
調
達
や
分
配
か
ら
、
朝
鮮
半
島
で
取
れ
る
鉄
材
の
調
達
や
分
配
へ

と
移
行
し
て
い
く
な
か
、
形
成
さ
れ
発
展
し
て
い
っ
た
。
館
側
城
臣
は
、
葛
域
間
の
上
流
と
下
流
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
玉
田
宿

i1if~ • tjJ＼社際法~i；誕百
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祢
系
と
湾
問
宿
祢
系
の
一
族
に
分
か
れ
な
が
ら
、
水
上
交
通
の
拠
点
や
資
材
加
工
の
技
術
者
な
ど
を
掌
握
し
、
大
和
や
河
内
の

政
治
勢
力
の
な
か
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

い
y
九
さ
ょ
っ

し
か
し
、
葛
城
阻
は
、
独
’
自
性
を
強
め
て
い
っ
た
た
め
に
、
允
恭

や
雄
略
天
皇
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ
、
眉
輪
王
の
事

件
を
契
機
と
し
て
没
落
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
「
日
本
書
紀
』
で
一
族
の
名
前
が
見
え
る
の
は
、
山
中
別
峻
天
皇
の
時
に
物
部
連
を

討
伐
し
た
り
、
任
那
を
復
興
し
た
り
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
軍
勢
の
な
か
に
い
た
葛
城
邑
鳥
那
躍
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、

雄
略
天
皇
に
滅
ぼ
さ
れ
た
葛
城
臣
は
、
玉
mm宿
祢
系
で
あ
り
、
一
命
閉
宿
祢
系
の
一
族
は
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

倭
王
権
は
、
雄
略
天
皇
の
頃
、
葛
城
臣
－
h
w
w世
臣
・
吉
備
（
ザ
一
部
）
臣
な
ど
の
有
力
な

族
に
よ
る
連
合
政
権
か
ら
、
大
伴

連
や
物
部
速
な
ど
の
群
臣
に
よ
る
職
務
分
掌
を
と
も
な
う
政
権
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渡
来
人
が
馬
の
飼
育
や
鉄
の

精
錬
・
鍛
造
な
ど
に
組
織
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
王
へ
飲
食
物
を
提
供
す
る
御
料
地
な
ど
が
設
定
さ
れ
、
王
位
の
絶
対
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
っ
た
。

内
大
臣
が
滅
ぼ
さ
れ
る
時
に
雄
略
天
皇
に
葛
城
宅
を
献
上
し
た
り
、
葛
城
阻
や
吉
備
毘
が
没
落
し
た
後
に
東
漢
人
や
山
部
な

ど
の
再
編
が
行
な
わ
れ
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
、
葛
城
阻
が
領
有
し
て
い
た
土
地
や
人
民
は
葛
城
自
の
衰
退
に
よ
り
、
大
王
や

政
府
に
よ
っ
て
部
民
や
屯
倉
の
新
設
や
再
編
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
新
撰
姓
氏
録
』

ぬ
の
し
き
の
お
び
と

の
摂
津
関
皐
別
に
記
さ
れ
て
い
る
布
敷
首
の
本
拠
地
で
あ
っ

神
戸
市
域
に
あ
っ
た
菟
原
郡
布
敷
郷
は
、

た
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
と
は
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
に
京
や
畿
内
に
い
た
一
一
八
二
の
氏
族
の
系
譜
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

か

つ

ら

ぎ

の

そ

っ

ひ

こ

た

け
J

む
の
J
q
く

ね

ぬ

の

し

の

お

み

る
。
布
敷
首
は
、
葛
城
襲
津
彦
（
武
内
俗
祢
の
旧
力
）
を
始
祖
と
し
、
葛
城
襲
津
彦
を
始
極
と
す
る
布
師
臣
（
和
泉
鴎
皇
別
）
や
、

武
内
宿
祢
を
始
祖
と
す
る
布
師
首
・
布
忍
首
（
左
京
皇
別
・
一
川
内
田
虫
別
）
と
同
じ
一
族
で
あ
っ
た
。

22 )fr¥始相会から俊二E村長へ?'fjーが：



ヨ3-fl

Iこ布
も師
い目
fこは

布和
師泉
部閤
（ 和
宮泉
麻郡
5坂

が本
戦郷

；主
頭越
習；地
語りま
Jll ~ 
津 E

¥t ~~ 
住区j
み ＇t
Q 同
法じ
墜始
ま；祖
武宮

i ~ 
富田
b じ
、君B
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師八
郷木
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国岐
射い関
水手山
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や
土
投
開
安
芸
郡
に
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
布
敷
首
と
は
ヌ
ノ
シ
ベ

い
た
氏
族
名
で
あ
り
、

（
布
敷
・
布
仰
・
布
忍
部
〉
を
統
率
す
る
職
務
名
に
も
と
づ

ぬ
の
び
き

そ
の
集
団
の
い
た
所
が
ヌ
ノ
シ
と
い
う
サ
ト
名
に
な
り
、
そ
の
後
、
生
田
川
の
上
・
中
流
域
を
布
引
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
（
下
流
域
の
布
引
町
は
、
こ
の
地
名
に
も
と
づ
い
て
、
近
代
に
命
名
）

O

ヌ
ノ
シ
べ
と
い
う
部
民
が
、
七
世
紀
の
中
頭
以
前
に
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
開
明
ら
か
で
な
い
が
、
氏
族
系

譜
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
布
師
首
は
、
諸
城
臣
と
密
接
な
関
誌
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
布
部
首
磐
が
、
天
智
天
皇
一
の

特
に
河
内
蔵
鯨
を
大
使
と
す
る
遣
唐
使
に
間
行
し
、
布
師
首
家
守
や
布
敷
首
常
藤
な
ど
が
、
下
級
の
官
位
を
得
て
藤
原
京
・

一
千
城
京
・
平
安
京
な
ど
で
雑
用
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
布
敷
首
は
、
葛
城
臣
や
渡
米
系
の
氏
族
で
あ
っ

倭主権の神戸市域への進出

た
河
内
直
の
下
で
、
水
上
交
通
や
外
交
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
都
へ
移
り
住
み
、
下
級
の
役
人
と
し

て
働
い
た
と
言
え
る
。

上
記
の
説
話
で
、
伊
予
国
久
米
郡
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
小
楯
は
、
（
伊
予
）
来
日
部
（
直
）
か
ら
山
部

来
自
部
・
山
部
の

再
編
と
大
伴
連

連
に
氏
旋
名
や
職
務
名
が
変
わ
り
、
米
自
部
（
大
米
自
部
・
久
米
部
）
だ
け
で
な
く
山
部
（
山
守
部
）
も

統
率
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

来
日
部
は
中
国
・
四
園
地
方
に
多
く
、
通
常
は
農
業
に
従
事
し
、
非
常
時
に
は
戦
闘
員
や
警
護
員
と
し
て
武
装
し
た
り
、

第二節

の
食
料
を
調
達
し
た
り
す
る
部
民
で
あ
っ
た
。
都
で
来
日
部
を
統
括
し
て
い
た
の
は
、
高
市
郡
久
米
郷
（
奈
良
県
橿
原
市

久
米
町
）
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
久
米
直
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
、
神
武
天
皇
の
東
征
説
話
で
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
大
来
日
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が
住
ま
わ
さ
れ
、
県
や

に
記
さ
れ
た
最
初
の
屯
倉
が
設
置
さ
れ
、
大
王
に
食
料
な
ど
を
進
上
し
て
い
た
と
さ

れ
る
（
「
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
二
年
二
月
・
垂
仁
天
皇
五
年
十
月
・
間
二
十
七
年
、
式
内
社
の
久
米
御
県
神
社
）
0

久
米
陸
は
五
世
紀
以
障
に
衰
え
、
「
久
米
直
｜
来
日
部
」
の
支
配
系
統
は
、
大
伴
連
が
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
億
計
・

弘
計
王
の
説
話
の
頃
、
倭
主
権
の
中
心
で
あ
っ
た
大
伴
連
が
、
上
記
の
よ
う
な
歴
史
的
な
背
景
の
下
で
、
大
王
の
御
料
地
で
あ

る
縮
見
屯
倉
へ
小
幡
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
山
部
と
は
、
燃
料
に
使
う
木
材
や
鉱
物
資
椋
の
管
理
な
ど
、
山
林
原
野
に
関
す
る
こ
と
を
行
っ
た
部
民
で
あ
る
。
山

守
部
と
は
、

そ
の
な
か
で
も
特
に
斡
廷
の
山
林
や
禁
野
を
管
理
す
る
部
民
の
こ
と
で
、
八
世
紀
以
降
は
守
山
一
戸
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
山
部
と
山
守
部
は
、
厳
密
に
言
え
ば
異
な
っ
て
い
る
。

わ
か
む
め

し
か
し
、
官
備
（
上
道
）
臣
が
領
有
し
て
い
た
山
部
が
、
雄
略
天
皇
の
死
後
に
王
位
を
ね
ら
っ
た
吉
備
稚
媛
（
雄
略
の
妃
）
と

わ
カ
み
や

屋
川
稚
宮
皇
子
に
加
担
し
た
罪
で
奪
い
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
山
（
守
）
部
（
述
）
に
関
す
る
記
事
が
清
寧
天
皇
か
ら
仁
賢
天

の
頃
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
部
や
山
守
部
も
含
め
た
山
林
原
野
に
関
す
る
部
民
が
、
こ
の
頃
に
再
編
さ
れ
た

え
る
で
あ
ろ
う
。
大
伴
連
が
久
米
直
を
統
率
し
、
物
部
大
連
尾
輿
が
胆
狭
（
現
在
の
大
分
県
下
毛
郡
か
ら
…
悩
陣
県
京
都
郡
）
の
山
部

を
領
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
、
大
伴
連
が
山
（
守
）
部
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
安
閑
元
町
仲
間
十
二
月
）

0

お

う

ご

し

じ

み

し

じ

み

の

み

や

け

淡
河
川
・
士
山
染
川
・
明
石
川
上
流
な
ど
、
縮
見
屯
倉
の
経
済
的
な
活
動
範
聞
に
含
ま
れ
て
い
た
淡
河
中
村
遺
跡
（
北
区
淡
河

町
中
村
）
や
福
住
遺
跡
（
西
区
押
部
谷
町
福
住
）
か
ら
、
五
世
紀
後
半
の
竪
穴
住
聞
や
朝
鮮
半
島
系
の
土
器
、
五
位
紀
末
期
頃
の

棟
、
柱
穴
約
一
一
一

O
基
、
輔
の
羽
口
、
鉄
棒
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
工
房
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
）
。
八
世
紀
の

竪
穴
住
居
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か
会
か
ぬ
ら
の
お
び
と

後
葉
に
は
、
韓
鍛
首
（
広
富
）
が
、
縮
見
屯
倉
の
あ
っ
た
地
域
の
大
領
（
部
を
統
絡
す
る
役
人
の
長
官
）
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
縮
見
屯
倉
の
付
近
で
は
実
際
に
渡
米
人
が
移
住
さ
せ
ら
れ
、
鉄
の
鍛
造
な
ど
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ニ
造
を
通
し

た
地
域
支
配

上
記
の
説
話
で
、

と
記
さ
れ
た
役
職
は
、

年
十
一
月
条
や

『
播
磨
国
風
土
記
」
で
は
、
「
（
市
踏
の
）
間
帯
」
「
（
針
剖
の
）

「
（
針
間
閣
の
山
門
の
）
領
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
記
の
よ
う
に
、
地
域
支
配
を
担
う
役
職
の
整
備
過
程
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
部
で
は
同
じ
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
「
領
」
は
ミ
ヤ
ツ
コ
も
し
く
は
ツ
カ
サ
と
読
み
、
「
播
磨
に
あ
る
朝
廷
の
御
料
地
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

当
時
は
、
「
朝
廷
に
仕
え
泰
る
臣
・
連
・

く
に
の
み
や
っ
こ

や
国
造
と
呼
ば
れ
る
役
職
の
人
が
、
謹
接
的
な
地
域
支
配
を
仔
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
地

叫語、

造
は
悶
造

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

Q
日
本
書
紀
』
敏
速
天
泉

十
二
年
目
安
減
条
文

｛委王；権の神戸市域への進出

域
支
配
の
中
心
は
国
造
で
あ
り
、
六
位
紀
以
降
し
だ
い
に
そ
の
比
重
を
高
め
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
伴
造
が
、
部
民
の
把
躍
な
ど
を
通
し
て
行
っ
て
い
た
地
域
支
配
を
軽
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
大
和
・
河
内
に

い
た
大
王
や
有
力
豪
政
は
、

そ
れ
ぞ
れ

一
首
相
（
国
造
・
伴
造
）
を
組
織
し
、
政
府
の
行
政
機
構
を
作
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
陪

接
的
な
地
峡
支
配
を
行
っ
て
い
た
。
大
王
や
政
府
が
各
地
に
対
し
て
直
接
的
に
何
か
を
行
う
場
合
に
は
、

と
呼
ば
れ
る
使
者
を
派
遣
し
て
い
た
。

そ
の
都
度
、

そ
の
後
「
道
」
と
呼
ば
れ
る
広
い
範
闘
を
統
治
す
る
「
総
額
」
（
当
初
は
大
察
）
と
、

が
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
七
世
紀
の
後
半
に
再
編
さ
れ
、

「
国
」
と
呼
ば
れ
る
行
政
…
版
画
を
統
治
す
る

’W ー，Fん

射一日日

八
由
紀
以
降
に
ク
ニ
（
図
）
と
い
う
行
政
組
織
と
な
り
、
臨
司
が
統
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

の
説
話
で
「
新
嘗
（
祭
）
に
供
え
る
物
を
調
達
す
る
た
め
」
と
記
さ
れ
て
い
た
職
務
内
容
は
、
清
寧
天
皐
一

月

古代・ 1f1j廷歴史編五2ラ



し
ら
か

条
や
顕
宗
天
皇
即
位
前
紀
白
髪
天
皇
二
年
十

「
郡
県
を
巡
行
し
て
田
租
を
徴
収
す
る
た
め
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
記
の
よ
う
に
、
白
地
（
熟
凶
）
を
蝶
介
と
し

月
条
の

五
で
は

（
祭
）
に
供
え
る
も
の
を
調
達
す
る
た
め
」

た
統
治
権
の
あ
り
方
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
筋
で
は
陪
じ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

忍
海
部
造
の
細
目
の
所
で
行
わ
れ
て
い
た
祝
宴
は
、
『
播
磨
間
風
土
記
』
で
は

の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

新
嘗
祭
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
楯
が
播
磨
園
内
の
御
料
地
か
ら
集
め
た
熟
田
の
収
穫
物
は
、
大
王
が
部
で

主
催
す
る
新
嘗
祭
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
新
嘗
祭
は
、
単
な
る
収
穫
祭
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
で
初
め
て
と
れ
た

物
（
初
物
）
を
食
し
、
統
治
権
を
示
す
重
要
な
儀
式
で
あ
っ
た
。
屯
倉
・
県
・
閏
部
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
御
料
地
で
は
、
倉
・

社
・
神
殿
な
ど
を
娘
介
と
し
た
新
嘗
祭
を
行
う
こ
と
で
、
初
物
に
対
す
る
神
へ
の
感
謝
を
示
し
、
共
同
体
と
し
て
の
結
束
力
を

高
め
る
と
と
も
に
、
収
穫
物
や
そ
れ
を
収
穫
し
た
土
地
の
支
配
権
を
知
ら
し
め
て
い
た
。

縮
見
屯
倉
は
、
（
地
方
）
伴
造
で
あ
る
細
目
が
直
接
的
な
支
配
を
行
い
、
清
寧
天
皇
の
意
向
を
反
映
し
て
小
楯
を
派
遣
し
た

大
伴
速
が
間
接
的
な
支
配
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
縮
見
屯
倉
に
関
す
る
新
嘗
祭
が
二
重
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
和
や
河
内
の
勢
力
が
西
方
へ
進
出
し
て
い
く
時
、
初
物
を
実
見
し
食
す
る
新
嘗
祭
へ
関
与
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

渡
来
人
の
再
編
と

葛
城
監
・
大
伴
逮

上
記
の
説
話
で
、

お
し
ぬ
み
べ
の
み
や
3

こ

し

仁

み

の

み

細
目
は
、
忍
海
部
造
と
縮
見
屯

ム」い’つ

つ
の
職
務
名
を
持
ち
、
忍
海
部

の
統
率
や
屯
念
の
管
理
な
ど
を
行
な
っ
て
い
た
。
忍
海
部
と
は
、
鹿
中
天
皇
も
し
く
は
飯
豊
女
王
（
抑

な

こ

し

ろ

羽｛
m
佳
子
と
磁
城
院
の
娘
と
の
出
に
生
ま
れ
、
十
見
城
地
域
の
宮
で
暮
ら
し
、
億
計
・
弘
計
王
を
迎
え
入
れ
た
）
の
名
子
代
と
い
う
説
ゃ
、
鉄

工
に
関
係
す
る
渡
米
人
（
忍
海
漢
人
）
も
し
く
は
そ
の
支
配
下
の
部
民
と
い
う
説
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
忍
海
部
は
、
高
城
距
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と
関
係
し
、
鉄
工
に
関
わ
る
集
由
で
あ
っ
た
と
一
一
一
行
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
屯
倉
と
は
、
大
王
や
政
府
が
領
有
し
て
い
た
施
設
や
土
地
の
こ
と
で
あ
る
。

ヤ
ケ
（
宅
・
家
）
を
中
心
に
、

そ
の
周

辺
に
あ
る
田
畑
や
山
野
河
海
か
ら
得
た
物
を
倉
に
保
管
し
、
倭
一
土
権
の
経
済
的
な
拠
点
と
し
て
財
政
を
支
え
る
と
と
も
に
、
政

治
的
な
拠
点
と
し
て
地
域
支
配
を
拡
大
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

砂
川
耐
と
呼
ば
れ
る
部
民
が
、
屯
倉
の
活
動
を
支
え
る
集
団
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
忍
海
部
な
ど
は
、
七
世
紀
の
後
半
に
領
域

h

－
こ
な

d

日
同

3
1
、

山
口
｝

t
Eす
土
山
午
、
〈

2
4
4

い
う
徴
税
単
位
と
な
り
五
十
一
戸
造
や
五
十
長
が
責
任
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
八
世
紀
以
降
に
は

サ
ト
（
竪
・
郷
）
と
い
う
行
政
組
織
と
な
り
、

サ
ト
オ
サ
（
息
長
・
郷
長
）
が
統
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

方
、
縮
見
屯
倉
な
ど
は
、

（
国
造
・
伴
渇
）
と
と
も
に
七
世
紀
の
後
半
に
領
域
的
に
再
編
さ
れ
、

司
が
責
任
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
八
世
紀
以
降
に
は
コ
オ
リ
（
部
）
と
い
う
行

う
行
政
単
位
と
な
り
、

コ
オ
リ
（
評
）
と
い

倭王1援の神戸市l或への進出

政
組
織
と
な
り
、
部
奇
が
統
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
屯
倉
制
の
慕
本
的
な
要
素
で
あ
っ
た
ヤ
ケ
（
宅
・
家
）
・
ク
ラ

・
田
極
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

や
ま
と
の
あ
や

葛
城
臣
が
領
有
し
て
い
た
忍
海
漢
人
な
ど
の
渡
米
人
は
、
東
漢
武
の
一

（
念
）
・
タ
（
凶
）
と
そ
の
経
営
方
針
は
、
郡
制
の
郡
家

で
あ
る
こ
と
か
ら
（
「
坂
上
系
図
』
所
引
吋
新
撰

枝
氏
録
』
逸
文
）
、
葛
城
臣
が
没
落
し
た
後
に
倭
王
権
に
没
収
さ
れ
、
東
漢
氏
が
統
率
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
と
、
東
漢

か
わ
ち
の
あ
や

氏
や
羽
漢
氏
が
、
朝
鮮
半
島
へ
の
政
策
を
主
導
し
て
い
た
葛
城
臣
の
勢
力
範
囲
の
外
縁
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初

よ
り
葛
城
臣
が
統
率
し
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

ん内一

月~~l'!ll

し
か
し
、
当
初
は
葛
城
臣
が
、
布
敷
首
と
忍
海
部
造
に
通
じ
る
一
族
を
通
し
て
、
神
戸
市
域
の
海
岸
部
と
内
陸
部
を
掌
握
し

hu
ろ

ゃ

あ

し

や

の

必

や

ひ

と

あ

や

ひ

と

て
い
た
が
、
葛
城
臣
が
没
落
し
た
後
、
大
伴
大
逮
室
屋
が
、
忍
海
漢
人
や
翠
屋
漢
人
な
ど
旧
来
の
朝
鮮
系
の
漢
人
だ
け
で
な
く
、
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い
4
ま
え
u
的

新
来
の
中
国
系
の
新
漢
人
（
今
米
漢
人
）
も
含
め
て
渡
米
人
を
再
編
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
（
「
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
七
年

日
延
歳
条
）
。

主
か
の
う
え
の
あ
た
い

や
坂
上
陸
な
ど
、
四
世
紀
の
末
か
ら
五
世
紀
の
前
半
墳
に
渡
来
し
た
人
た
ち
を

ひ

の

く

ま

す

し

ゅ

ん

つ
の
氏
族
と
し
た
も
の
で
、
大
和
国
高
市
郡
桧
前
郷
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
山
中
市
峻
天
皇
の
時
に
物
部
連
を
打
倒

な
お
東
漢
氏
と
は
、

（
中
日
）

し
た
蘇
我
臣
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
西
漢
氏
よ
り
も
発
展
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
四
漢
氏
と
は
、
河
内
直
な
ど
五
世
紀
の
末

頃
に
渡
米
し
た
人
た
ち
が
、
東
漢
氏
に
対
抗
し
て
名
乗
っ
た
氏
族
名
で
、
河
内
閣
河
内
郡
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
。

漢
人
が
再
編
さ
れ
て
い
た
頃
に
は
、
全
国
に
い
た
秦
氏
も
、
秦
澗
公
を
伴
造
（
出
国
犯
者
）
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
秦
氏
と
は
、

四
世
紀
の
米
頃
に
渡
来
し
、
東
漢
氏
と
並
ぶ
ニ
大
勢
力
と
な
っ
た
渡
来
人
で
あ
っ
た
。
有
馬
郡
幡
多
郷
（
北
区
八
多
町
付
近
）
に

は
ハ
タ
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
秦
氏
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
渡
米
人
は
、
海
外
の
進
ん
だ
知
識
や
技

術
に
も
と

d

つ
い
て
、
朝
廷
の
財
政
や
外
交
な
ど
に
撰
わ
り
、
神
戸
市
域
だ
け
で
な
く
、

日
本
列
島
各
地
の
地
域
社
会
や
国
家
の

形
成
と
発
展
に
対
し
て
大
き
く
貢
献
し
た
。

2 

ク
ニ
と
国
造
氏

奈
良
捻
地
の
葛
城
地
域
に
は
、
葛
城
誌
の
他
に
葛
城
国
造
に
任
命
さ
れ
た
葛
城
直
が
い
た
。

た

か

み

む

す

び

の

み

こ

と

つ

る

さ

ね

の

み

こ

と

始
祖
は
、
高
御
魂
命
（
高
泉
政
霊
尊
）
の
五
世
孫
で
あ
る
剣
根
命
で
あ
り
、

あ
ま
て
ら
d
お
お
み
か
み

族
で
あ
っ
た
。
高
御
魂
命
は
、
天
照
大
神
よ
り
も
古
い

こ
の
氏
族
の

葛
城
直
・
荒
回

復
と
荒
医
郡

葛
城
臣
と
は
異
な
る
一

の
神
と
も
一
言
わ
れ
、
大
伴
速
な
ど
と
関
係
し
て
い
た
。
葛
城
市
…
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は
、
摂
津
国
卦
島
郡
や
河
内
国
な
ど
に
居
住
し
、
カ
パ
ネ
が
天
武
天
皇
の
時
に
直
↓
連
↓
忌
寸
と
変
わ
っ
た
。

↑矢

D
ー一
4
b
d
こ

－t
H
M
f
u
J
J

プ
t
p
y
u

は
「
首
」
を
持
つ
者
ゃ
、
八
白
紀
の
中
葉
に
「
荷
祢
」
を
与
え
ら
れ
た
者
も
い
た
。

葛
城
躍
は
、
欽
明
天
皇
の
時
に
外
交
使
節
の
接
持
を
行
い
、
用
明
天
皇
の
妃
を
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
議
城
山
田

し
ら
い
の
み
や
げ

直
は
、
欽
明
天
皇
の
時
に
蘇
我
庄
が
中
心
と
な
っ
て
設
置
し
、
経
営
し
て
い
た
白
猪
屯
倉
の
管
理
者
に
な
っ
て
い
る
。
葛
城
践

｛委主権の神戸市域への進出
,,.,,,. __ 
卦J…品目H

iJjlJI！：内l1f"if1HJilli'IRl,Jlllllfi立跡発お！総資報告

;'i'J （」~El刊誌教j'f委民会、 i号93'<Jo）の閃出i1

大国lllJ遺跡出土の円而硯

と
葛
城
山
田
践
は
同
じ

族
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
葛
城
直
は
、
葛
城
臣
の
没

落
後
、
大
伴
連
や
蘇
我
臣
と
関
認
を
持
ち
、
国
造
や
接
待
係
に
な
る
と
と
も
に
、
県
や
屯
倉
の

白
地
経
営
な
ど
を
行
っ
て
い
た

る。
あ
ら
た
わ
け

兵
庫
抵
荒
田
町
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、
荒
田
別
が
住
ん
で
い
た
か
ら
と
い
う
説
（
神
功
皇

あ
ら
た
の
い
ら
つ
め

后
・
応
神
天
皇
紀
）
、
荒
田
郎
女
（
木
之
荒
郎
郊
女
）
の
名
子
代
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う

説
（
応
仙
仰
天
袋
紀
）
、
渉
、
川
が
氾
濫
す
る
荒
れ
地
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
他
に
も
、
吋
新
撰
姓
氏
録
』
の
和
泉
関
神
別
に

れ
て
い
た
荒
田
直
と
の
関
係
も

想
定
し
て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

!ZI 8 

こ
の
荒
問
直
は
、
葛
城
霞
と
同
じ
始
祖
で
あ
り
、
五
・
六
世
紀
に
倭
王
権
の
管
浬
下
に
お
か

す

え

む

り

っ

と

の

れ
、
全
国
へ
須
恵
器
を
供
給
し
て
い
た
陶
巴
に
あ
っ
た
陶
荒
田
神
社
付
近
（
堺
市
中
区
辻
之
）

を
本
拠
地
に
し
て
い
た
。
誼
と
い
う
カ
パ
ネ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
力
な
氏
族
で
あ
り
、

葛
城
直
と
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

大
田
町
追
跡
（
須
磨
区
大
凶
町
）
は
、
須
磨
駅
家
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
成
M
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え
ん
め
ん
け
ん

土
隠
か
ら
は
、
「
荒
田
郡
中
富
盟
荒
田
直
口
口
」
と
記
さ
れ
た
円
酎
硯
の
破
片
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
図
8
1
こ
の
硯
は
、

の
成
分
や
技
法
か
ら
、
絢
邑
で
焼
か
れ
る
前
に
、
文
字
が
刻
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
透
か
し
の
推
定
位
置
と

文
字
の
内
容
か
ら
、
現
存
部
分
の
前
後
に
は
、
文
字
が
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
四
文
字
白
の

の
左
側
に
は
縦

線
の
へ
ラ
書
き
が
、
八
文
字
目
の
「
出
」
の
下
側
に
は
、

も
し
く
は
「
部
」
の
よ
う
な
ヘ
ラ
書
き
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

と

を
書
き
損
じ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
人
名
の
部
分
は
、
「
荒
田
部
直
徳
口
」
と
解
釈
す
る
余

地
も
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

荒
田
部
や
中
富
里
と
い
う
行
政
組
織
は
、
こ
の
硯
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
次
の
一
二
点
よ
り
、
荒
田
と
は
大

わ
だ
の
と
ま
り

総
田
泊
が
設
け
ら
れ
た
榛
川
の
下
流
域
の
こ
と
で
あ
り
、
早
く
か
ら
開
発
さ
れ
、
こ
の
地
域
で
中
心
的
な
役
割
を
拒
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
兵
庫
区
荒
臼
町
か
ら
中
央
区
樹
町
に
は
江
戸
時
代
に
荒
田
村
が
あ
り
、

荒
田
村
に
は
五
郎
池
や
十
郎
池
と
呼
ば
れ
て
い
る
池
が
あ
っ
た
。

そ
の
付
近
に
は
蔵
人
地
や
幕
府
領
が
あ
っ
た
。
②

一
町
四
方
も
し
く
は
そ
の
数
倍
の
大
き
さ
が

そ
の
地
は
、

あ
り
、
古
代
の
条
盟
制
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
③
楠
・
荒
田
町
遺
跡
は
、
こ
の
地
域
の
安
定
し
た
土
地
に
あ

り
、
縄
文
時
代
の
後
期
か
ら
古
墳
時
代
に
関
す
る
造
物
ゃ
、
「
池
の
中
納
言
頼
醸
剰
の
山
荘
あ
ら
た
」
（
吋
平
家
物
語
』
巻
院
選
御
）

に
関
係
す
る
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

八
世
紀
の
初
頭
に
は
六
甲
山
地
の
南
側
に
荒
田
郡
が
あ
り
、

そ
こ
の
有
力
者
で
あ
っ
た
荒
悶
（
部
）
直
が
、
陶
自
に
い
た
一

族
と
関
係
を
持
ち
、
現
を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
部
や
屯
倉
が
荒
田
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
設
置
さ
れ
た
縦
証
は
な
い
。

し
か
し
、
神
戸
市
や
堺
市
で
荒
出
直
が
い
た
所
は
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
り
、
大
伴
迎
や
蘇
我
臣
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と
関
係
し
な
が
ら
、
田
部
や
屯
倉
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

活
問
長
候
の
ク

と
雄
伴
の
ク
ニ

六
甲
山
地
の
南
部
は
、
律
令
体
制
に
基
づ
く
古
代
国
家
が
成
立
す
る
以
前
、
「
活
問
長
峡
間
・
長
自
国
・

ふ
り
ー
と
ふ
ら

や
「
雄
伴
悶
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
「
門
日
本
書
紀
』
神
功
皇
わ
摂
政
一
冗
年
二
月
条
、
『
住
吉
大
社
神

代記』）
0

じ

ん

く

つ

ま

つ

活
田
長
峡
・
長
田
・
広
悶
悶
は
、
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
を
終
え
、
都
へ
帰
る
時
に
諸
仙
仰
を
肥
っ
た
生
悶
神
社

（
中
央
阪
下
山
手
通
）
、
長
田
神
社
（
長
田
区
長
問
町
）
、
広
悶
神
社
（
西
宮
市
大
社
町
）
と
関
係
し
て
い
た
。
神
戸
市
域
の
重
要
な
地

域
に
は
、
活
出
・
長
田
・
広
間
や
上
記
の
荒
田
な
ど
、
某
間
の
地
名
が
多
い
。

ひ

ろ

せ

か

わ

わ

生
悶
部
（
大
麻
呂
）
が
、
安
一
開
国
安
房
郡
広
端
郷
河
曲
里
に
間
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
（
ウ
ネ
城
宮
発
協
調
査
出
土
水
筒
概
報
』

｛委王権の神戸市域への進出
，...，，.~.，，.，，， 

!14ー印

、

…一

頁
）
、
当
時
、
生
田
部
と
い
う
部
民
や
氏
族
が
実
際
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

生倒神社（1:j:1Jjミ区）

そ
し
て
、
六
甲
山
地
の
南
部
で
は
、
間
部
や
屯
倉
・
県
な
ど
が
多
く
設
寵
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
神
社
・
屯
倉
・
県
と
（
祭
）
回
は
、
密
接
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る

と
、
活
田
・
長
田
・
広
田
は
閏
部
や
屯
倉
と
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

「
新
撰
姓
氏
録
』
の
摂
津
悶
神
別
に
記
さ
れ
て
い
る
生
田
首
は
、
生
旧
神
社
が
あ
る

あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

八
部
部
生
田
郷
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
。
こ
の
一
族
は
、
天
児
麗
根
命
の
九
世
孫
で

い
か
づ
ち
の
お
む
ね
み

あ
る
雷
大
関
命
を
始
祖
と
し
て
い
た
。
天
児
屋
根
命
は
、
中
臣
氏
に
関
連
す
る
氏

写真 3

族
の
始
祖
で
あ
り
、
中
田
氏
が
政
府
の
祭
宮
と
な
る
六
世
紀
後
半
に
有
力
な
祭
神
と
な
っ

た
。
大
国
町
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
硯
か
ら
、
中
自
の
一
族
が
荒
出
郡
中
富
盟
に
い
た
こ
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と
が
わ
か
る
。
後
述
す
る
郡
の
変
選
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
田
郷
が
あ
っ
た
地
域
は
、
当
初
は
荒
田
郡
に
属
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
、
生
田
首
は
、
荒
旧
（
部
）
直
・
中
臣
氏
や
生
田
神
社
と
関
係
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
第
二
掌

第
四
節
1
羽
参
照
）

0

当
時
の
海
岸
部
に
は
、
砂
堆
の
後
背
根
地
に
形
成
さ
れ
た
団
地
が
広
が
り
、
洪
水
に
よ
る
被
害
を
受
け
や
す
か
っ
た
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、
洪
水
の
後
の
復
旧
作
業
や
再
開
発
、
大
和
・
河
内
の
勢
力
の
進
出
な
ど
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
神
（
社
）
・

田
地
・
田
部
を
中
心
と
す
る
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
、
「
某
自
の
ク
ニ
」
や
「
某
田
部
の
ク
ニ
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

雄
伴
関
は
、
五
世
紀
以
降
に
大
王
の
権
力
が
拡
大
す
る
の
に
と
も
な
い
、
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
大
伴
連
と
関
係
し
て
い

く

め

べ

さ

え

さ

ベ

た
。
大
伴
連
は
、
摂
津
や
河
内
（
大
阪
府
の
中
央
部
）
の
沿
岸
を
本
拠
地
と
し
、
来
目
部
や
佐
伯
部
な
ど
を
率
い
て
軍
事
を

る
と
と
も
に
、
部
民
・
渡
米
人
・
屯
倉
の
設
置
や
外
交
問
題
な
ど
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

特
に
、
允
恭
天
皇
か
ら
官
一
化
天
皇
の
頃
に
活
躍
し
て
い
た
守
屋
と
そ
の
孫
で
あ
る
金
村
は
、
自
分
達
の
本
拠
地
の
対
岸
に
あ

り
、
朝
鮮
半
島
へ
と
通
じ
る
ル

1
卜
上
に
あ
っ
た
神
戸
市
域
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
神
戸
市
域
の
な
か

に
「
大
伴
の
ク
ニ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
欽
明
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
大
伴
金
村
は
朝
鮮
半
島
に
関
わ
る
失
政
を
指
摘
さ
れ
失
脚
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
六
中

お

け

ぞ

山
地
の
南
部
だ
け
で
な
く
、
大
伴
氏
と
関
係
し
て
い
た
各
地
の
地
域
社
会
が
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
億
計
・
弘

計
王
の
説
話
に
登
場
し
て
き
た
縮
見
地
域
の
忍
海
部
や
屯
倉
は
、
倭
王
権
を
担
う
氏
族
が
葛
城
臣
か
ら
大
伴
連
へ
移
行
す
る
な

か
、
新
置
さ
れ
た
り
再
編
さ
れ
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
伴
速
の
没
落
後
、
こ
れ
ら
の
部
民
や
屯
倉
を
誰
（
大
伴
迎
・
他
の
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有
力
な
一
族
・
国
造
）
が
管
理
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

国
造
が
統
治
し
て
い
た
地
域
は
「
ク
ニ
と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
、

ぜ
ん
だ
い
く
じ
ほ
ん
ざ

と
い
う
カ
パ
ネ
を
与
え
ら
れ
た
。
『
先
代
田
古
学
本
紀
』
の
「
悶
造
本
紀
」
に
は
、

七
の
密
造
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
甲
山
地
の
南
部
に
は
凡
河
内
国
造
が
、

国
造
の
ク
ニ
と
河

内
・
武
庫
の
ク
ニ

に
な
っ
た
氏
族
の
多
く
は
直

全
闘
に
設
霞
さ
れ
た

西
部
に
は
明
石
鴎
造
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
明
石
の
ク
ニ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

方

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
「
凡
河
内
の
ク
ニ

六
甲
山
地
の
北
部
は
、
ど
の

（
も
し
く
は
、
伴
造
）
が
関
与
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

凡
河
内
閣
造
の
凡
と
は
、
「
あ
ま
ね
く
・
お
し
な
べ
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

が
つ
い
て
い
る
悶
造
は
、
規
模
の
小

さ
い
国
造
を
再
編
し
て
設
龍
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

方
、
河
内
と
は
、
当
初
は
大
阪
湾
の
沿
岸
地
域
を
示
し
て
い
た
が
、

後
に
摂
津
・
和
泉
・
河
内
の
国
に
分
制
制
さ
れ
る
と
、
大
張
市
の
東
側
だ
け
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
ゃ
、
淀
川
の
内
側

倭王権の神戸市域への進出

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
淀
川
よ
り
南
側
は
「
か
わ
ち
の
ク
ニ
」
と
呼
ば
れ
、
淀
川
の
外
側
（
北
岸
）
は
、
当
時
の
中
心
地
で
あ
っ

た
河
内
か
ら
見
た
向
こ
う
開
と
い
う
意
味
で
「
む
こ
（
う
）
の
ク
ニ

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

と

が

ま
た
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
絵
図
に
よ
る
と
、
六
甲
山
か
ら
流
れ
出
て
い
る
部
資
川
が
、
六
甲
山
八
口
川
や
六
高
谷
川
と
記
さ

4

つ
つ
ア
で
つ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
六
甲
と
呼
ば
れ
て
い
る
山
や
地
域
は
、
古
代
で
は

」
（
う
こ
と
呼
ば
れ
、
務
古
や
武
庫

と
表
記
さ
れ
、
中
世
も
し
く
は
近
世
に
な
る
と
、
六
甲
や
六
高
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
だ
い
に
「
ろ
つ
こ
う
」
と
い

う
呼
び
方
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

A•A -!・  

5¥LE日

「
凡
河
内
の
ク
ニ
」
と
「
河
内
・
武
庫
の
ク
ニ
」
と
の
関
係
は
、
不
明
で
あ
る
。
凡
関
造
の
性
格
や
下
記
の
凡
河
内
直
の
動

向
を
踏
ま
え
る
と
、
六
甲
山
地
の
南
部
は
、
凡
河
内
冨
造
が
統
治
す
る
「
凡
河
内
の
ク
ニ
」
の
西
端
に
あ
た
り
、

の
ク
ニ
」
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と
呼
ば
れ
た
多
く
の
地
域
社
会
が
「
凡
河
内
の
ク
ニ
」
に
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

倭
直
・
物
部
連
の
盛
衰
と
凡
河
内
国
造
・
明
石
田
造
の
設
置

倭
宙
一
と
六
甲

山
地
南
部

や

ま

と

の

あ

た

い

し

さ

の

し

も

倭
直
は
、
大
和
国
城
下
郡
大
和
郷
（
奈
良
県
天
川
州
市
佐
保
庄
町
付
近
）
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
。
倭
誼
の

つ
A
q
ひ

こ

な

が

お

ち

始
担
は
、
珍
彦
、
長
尾
市
（
宿
祢
）
、
麻
呂
な
ど
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
大
和
や
河
内
の
勢
力
の

外

交
・
水
上
交
通
・
祭
配
・
御
料
地
の
管
理
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
た
（
『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前
紀
甲

L

気
伴
、
丞
仁
天
泉
一
二
年
一

バ
条
、
仁
徳
天
皇
即
位
前
紀
）

0

者
と
し
て
活
躍
し
た
。

は
や
サ
い
の
と
く
に
つ
か
み

神
武
天
皇
が
臼
向
か
ら
東
へ
向
か
っ
て
い
る
時
に
速
吸
聞
け
の
国
神
と
し
て
現
れ
、
大
和
へ
導
く
従

か
む
し
り
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
し
い
ね
コ
ひ
こ
の
み
こ
と

そ
し
て
、
接
鴎
造
に
任
命
さ
れ
、
神
知
津
彦
命
（
椛
根
津
彦
命
）
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
も
珍
彦
は
、

速
吸
門

と
は
、
織
の
流
れ
が
速
い
海
峡
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
明
石
海
峡
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

神
武
天
皇
と
倭
直
は
、

い
ず
れ
も
西
の
占
か
ち
り
奈
良
盆
地
へ
移
動
し
本
拠
地
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
九
州
や
河
内
の
勢
力

が
大
和
へ
進
出
し
、
吉
代
国
家
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
説
も
あ
る
。
六
甲
山
地
の
南
・
西
部
の
勢
力

が
、
沿
岸
部
の
交
通
・
祭
杷
・
御
料
地
な
ど
を
通
し
て
、
古
代
田
家
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
勢
力
の
東
方
も
し
く
は
西
方
進
出

と
関
わ
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

倭
直
や
明
石
海
峡
付
近
の
地
域
社
会
は
、
仁
徳
天
皇
が
死
亡
し
た
時
に
一
つ
の
転
機
を
迎
え
る
。

に
い
た
仲

（
大
阪
市
住
吉
区
）

葛
城
臣
の
娘
で
あ
る
黒
媛
を
犯
し
、
同
母
兄
で
即
位
す
る
誼
前
の
履
中
天
皇
を
殺
そ
う
と
す
る
。
そ
の
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あ

ご

こ

為

ま

あ

時
に
吾
子
龍
は
、
野
島
（
津
名
郡
北
淡
町
）
の
海
人
で
あ
っ
た
阿

さ
れ
る
と
、
そ
の
罪
を
つ
ぐ
な
う
た
め
、
吾
子
様
は
妹
の
臼
之
媛
宇
佐
献
上
し
、
浜
子
は
顔
に
入
れ
墨
を
し
た
。
そ
の
後
、
倭
直

3
ね

め

こ

も

し

ろ

は
采
女
を
献
上
す
る
よ
う
に
な
り
、
野
島
の
海
人
は
倭
の
純
代
屯
倉
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
倭
直
は
、
水
上
交
通
な
ど

と
も
に
仲
皇
子
に
加
担
し
た
。
仲
皇
子
が
殺

に
関
わ
る
氏
族
で
あ
り
、
問
問
答
連
は
ん
応
神
天
患
の
時
に
海
人
を
統
率
す
る
役
職
に
就
い
た
氏
族
で
あ
っ
た
。
ま
た
仲
皇
子
が
い

た
所
は
、
住
吉
津
や
住
吉
大
社
が
あ
り
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
が
朝
鮮
半
島
へ
赴
く
た
め
の
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
腹
中
天
皇
が
即
位
し
た
頃
（
泊
俊
紀
の
米
）
、
瀬
戸
内
海
の
杭
路
に
関
わ
る
地
域
や
氏
族
が
こ
と
ご
と
く
離
反

か
ご
さ
か

し
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
は
危
機
を
迎
え
て
い
た
。
明
石
海
峡
付
近
の
水
上
交
通
と
し
て
見
た
場
合
、
こ
れ
は
、
勝
坂
王
と

お

し

く

ま

と

が

の

忍
熊
王
が
、
異
母
弟
で
あ
る
応
神
天
皇
の
即
位
に
反
対
し
、
赤
石
・
菟
餓
野
・
住
吉
を
舞
台
に
神
功
皇
后
へ
反
旗
を
ひ
る
が
え

し
た
事
件
以
来
の
非
常
事
態
で
あ
っ
た

Q
日
本
書
紀
い
神
功
摂
政
元
年
二
月
条
）

0

｛委T1程の神戸市域への進出

明
石
海
峡
の
付
近
に
巨
大
な
前
方
後
円
壊
が
作
ら
れ
始
め
た
こ
と
や
、
六
甲
山
地
南
部
と
明
石
川
下
流
に
お
け
る
地
域
社
会

の
変
化
は
、
吾
子
龍
の
事
件
を
反
映
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
詩
子
龍
は
、
雄
略
天
皇
の
時
に
倭
国
造
と
し
て

し

し

ひ

と

ベ

与

の

お

ま

ろ

穴
人
部
を
献
上
し
、
倭
国
造
手
彦
は
欽
明
天
皇
の
時
に
紀
男
麻
呂
搭
祢
な
ど
に
従
い
朝
鮮
半
島
へ
出
兵
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
六
甲
山
地
の
南
・
西
部
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
後
底
は
、
倭
国
造
と
な
っ
て
活
動
範
囲
を
奈
喪
盆
地
に
縮
小
さ
せ
な
が

ら
、
大
和
や
河
内
の
勢
力
の
従
順
な
官
僚
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

わ
さ
い
ら
っ

こ

｝

句

」

品

肱

川

中

y
v
t
L
W
J
’’f
米
1

・・u
y

応
神
天
皇
は
死
ぬ

に
、
大
山
守
嘉
子
を
山
川
林
野
の
管
理
役
に
任
命
し
た
。
応
神
天
皇
が
死
ぬ
と
、
椎
郎
子
皇
子
は
大
鵠
鵡
皇
子

し

そ
の
補
佐
役

王
権
と
物

部
連

年
前
に
、

第二日行

に
皇
位
を
譲
り
た
い

ぃ
、
両
者
で
譲
り
合
っ
た
。
そ
の
な
か
で
大
山
守
皇
子
は
稚
郎
子
皇
子
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
逆
に
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大
鮪
鵡
皇
子
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
稚
郎
子
皇
子
は
皇
位
を
譲
る
た
め
に
自
殺
し
、
妹
の
八
回
皇
女
を
後
宮
に
入
れ

て
欲
し
い
と
遺
言
す
る
。

か

つ

り

さ

の

そ

っ

ひ

こ

い

わ

の

ひ

め

大
鶴
鵡
皇
子
は
即
位
し
て
仁
徳
天
皇
と
な
り
、
葛
城
襲
機
彦
の
娘
で
あ
る
磐
之
媛
を
皇
后
と
し
た
。
繋
之
媛
は
、
仁
線
天

つ
つ
き
の
み
や

三
十
年
に
八
田
皇
女
を
妃
と
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
街
城
宮
に
龍
も
り
五
年
後
に
死
ん
で
し
ま
う
。
八
悶
皇
女
は
そ
の
一
一
一
年

後
に
皇
后
と
な
っ
た
（
「
古
事
記
い
で
は
、
闘
志
后
に
な
ら
ず
身
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
和
現
系
の
妃
と
同
じ
く
実
在
安
疑
う
説
も
あ
る
）

0

と

が

の

そ
の
年
の
七
月
に
、
仁
徳
天
皇
と
八
旧
皇
后
が
避
暑
の
た
め
高
い
建
物
に
い
る
と
、
菟
餓
野
（
兵
庫
区
夢
野
町
付
近
、
も
し
く

い

な

の

あ

が

た

お

お

に

え

は
、
都
賀
川
付
近
）
か
ら
踏
の
鳴
き
声
が
出
こ
え
て
き
た
。
猪
名
県
の
佐
伯
部
は
こ
の
鹿
を
殺
し
「
苗
宜
」
と
し
て
献
上
し
た
。

仁
徳
天
皇
は
そ
の
行
動
を
怒
り
、
佐
伯
部
を
安
芸
閣
の
浮
田
（
広
島
県
竹
原
市
付
近
）
に
移
動
さ
せ
た
。
そ
の
後
仁
徳
天
皇
は
、

め

ど

り

は

や

ぶ

さ

わ

け

八
回
皇
后
の
妹
で
あ
る
雌
鳥
皇
女
を
妃
に
す
る
た
め
、
異
母
兄
弟
の
隼
総
別
皇
子
を
派
遣
し
た
。
稚
郎
子
皇
子
・
八
回
皇
女
・

み

や

ぬ

し

や

か

ひ

め

わ

に

の

お

み

ひ

J

れ
の

雌
鳥
皇
女
は
、
い
ず
れ
も
応
神
天
患
と
宮
主
宅
媛
（
和
淘
臣
の
祖
先
で
あ
る
日
触
使
支
の
娘
）
と
の
拐
に
生
ま
れ
た
兄
妹
で
あ
っ
た
。

ほ
む
九
ベ
の
お
ふ
な

伎
十
総
則
的
皇
子
は
雌
’
烏
皇
女
と
関
係
を
持
ち
仁
徳
天
皇
を
侮
辱
し
た
。
そ
こ
で
仁
徳
天
皇
は
、
吉
備
の
品
遅
部
雄
脚
と
播
磨
の

さ

え

さ

の

あ

た

い

あ

が

の

こ

う

ど

そ

に

や

ま

佐
伯
直
阿
俄
能
胡
を
派
遣
し
、
菟
回
の
索
現
山
か
ら
伊
勢
神
宮
に
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
た
隼
総
別
皇
子
と
雛
鳥
皇
女
を
殺
し

そ
む

た
。
そ
の
時
に
阿
俄
能
胡
は
、
仁
徳
天
皇
の
命
令
に
背
き
雌
鳥
皇
女
の
玉
を
海
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
年
の
新
嘗
祭
の
時
、
近

や

ま

の

さ

み

わ

か

も

り

や

ま

う

ね

め

江
の
山
君
稚
守
山
の
妻
と
釆
女
が
、
そ
の
玉
を
阿
般
能
胡
が
つ
け
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
阿
俄
能
胡
は
死
罪
を
免
れ
る
た
め
、

た
ま
て

玉
代
と
呼
ば
れ
る
土
地
を
献
上
し
た
。

さ
ざ
さ
べ

仁
徳
天
皇
の
名
子
代
で
あ
る
雀
部
（
名
子
代
の
な
か
で
は
、
も
っ
と
も
古
い
）
は
、
菟
原
郡
佐
才
郷
に
、
八
回
息
女
の
名
子
代

で
あ
る
矢
田
部
（
八
回
部
・
矢
部
・
八
部
）
は
八
部
郡
八
部
郷
に
、
稚
郎
子
皇
子
の
名
子
代
で
あ
る
宇
治
部
（
字
遅
部
・
菟
道
部
・
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氏
部
）
は
八
部
郡
宇
治
郷
に
、

保
安
元
年
（
一

そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

一二

O
）
の
「
摂
津
国
租
帳
い
に
記
さ
れ
て
い
る
佐
牙
神
は
、
佐
才
郷
に
把
ら
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。
住
吉
川
の
河
口
に
あ
っ
た
雀
の
松
掠
（
東
難
区
魚
崎
を
関
す
る
所
）
は
、
佐
才
（
雀
）
と
い
う
サ
ト
名
の
名
残
り
と
推
定
さ

れ
て
い
る

Q
大
日
本
地
名
辞
書
』
吋
日
本
地
怒
志
料
』
）
。
こ
の
よ
う
に
、
六
甲
山
地
の
南
部
に
は
、

に
関
わ
る

族
や

地
名
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

矢
田
部
と
宇
治
部
に
関
係
す
る
氏
族
（
矢
田
部
連
・
矢
田
部
造
・
矢
田
部
首
・
矢
田
部
／
宇
治
宿
祢
・
宇
治
部
連
・
字
選
部

う

と

の

や

ま

も

り

の

む

ら

じ

に

ぎ

は

や

ひ

の

み

こ

と

晴
海
・
字
治
山
守
連
）
は
、
鏡
速
臼
命
の
六
・
七
・
八
位
孫
を
始
祖
と
し
て
い
た
（
吋
新
援
姓
氏
録
』
左
京
・
摂
津
・
河
内
・
大
和

神
別
／
山
城
・
河
内
・
和
泉
隈
・
山
城
神
別
）
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、

の
時
に
カ
パ
ネ
が
造
か
ら
連
に
変
わ
っ
た
者

（
矢
悶
部
連
）
や
、
連
か
ら
宿
祢
に
変
わ
っ
た
者
（
｛
一
五
山
宿
祢
）
が
い
た
。

倭王J憾の神戸市域への進出

た
る
み

鏡
速
日
命
な
ど
を
始
担
と
す
る
氏
族
は
物
部
連
と
関
係
し
て
い
た
。
明
石
郡
垂
水
郷
に
は
式
内
小
社
の
物
部
神
社
が
あ
り
、

物
部
連
が
、

宇
治
・
古
湊
川
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
六
甲
山
地
南
部
の
西
側
か
ら
明
石
海
峡
に
か
け
て
勢
力
を
の
ば
し
て
い
た

い
ぬ
が
み
の
さ
み
み
た
す
さ

四
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
犬
上
君
御
田
鋤
と
と
も

」
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
矢
悶
部
造
は
、

（六

へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
矢
田
部
・
宇
治
部
の
一
族
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

か
も
の
た
け
つ
の
み
の
み
こ
と

ま
た
矢
田
部
一
族
の
な
か
に
は
、
鴨
県
主
な
ど
と
同
じ
く
鴨
建
津
身
命
を
始
祖
と
す
る
者
（
矢
田
部
）
や
、
上
・
下
毛
野

」

か

り

や

た

べ

の

み

や

つ

朝
臣
な
ど
と
同
じ
く
豊
城
入
彦
命
を
始
揺
と
す
る
者
（
斡
矢
田
部
造
）
が
い
た
（
吋
新
撰
姓
氏
録
」
山
城
閤
神
別
／
摂
津
国
自
治
別
）
。

第二宮7i

韓
矢
田
部
造
と
は
、
矢
田
部
に
編
成
さ
れ
た
渡
米
人
を
統
率
す
る
職
務
名
に
も
と
づ
く
氏
族
名
で
あ
っ
た
。
上
記
の
矢
田
部
造

と
と
も
に
、
八
部
郷
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
六
甲
山
地
南
部
の
西
側
に
お
い
て
有
力
な
一
族
で
あ
っ
た

古代・仁j:tj立歴史編目37 



と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
住
吉
川
・
都
袈
川
・
宇
治
川
・
古
湊
川
の
下
流
に
は
、
当
初
仁
徳
天
皇
と
関
係
す
る
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ

が
変
化
す
る
な
か
、
宇
治
・
古
湊
川
の
流
域
は
物
部
連
と
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

て
い
た
。
し
か
し
倭
直
が
転
機
を
迎
え
、
凡
河
内
直
や
大
伴
連
な
ど
の
盛
衰
に
と
も
な
い
、
六
甲
山
地
南
・
西
部
の
地
域
社
会

そ
し
て
、
崇
峻
天
皇
の
時
、
物
部
連
守
毘
が
蘇
我
臣
馬
子
や
瓶
一
戸
皇
子
（
聖
徳
太
子
）
な
ど
に
滅
ぼ
さ
れ
る
と
、
物
部
連
の

領
地
の

部
は
法
隆
寺
に
施
入
さ
れ
て
宇
治
荘
と
な
っ
た
り
、
荒
田
鹿
が
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、
荒
田
郡
へ
と
発
展
し
て
い

く
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
た
り
し
た
。
ま
た
、
物
部
速
の
盛
衰
の
な
か
で
、
渡
来
人
と
関
係
す
る
一
族
が
上
・
下
毛
野
朝
臣
と

関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

明
石
田
造

と
倭
直

明
石
海
峡
は
、
西
方
へ
進
出
し
て
い
く
大
和
や
河
内
の
勢
力
に
と
っ
て
、

瀬
戸
内
海
交
通
の
重
要
な
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
最
初
に
遭
遇
す
る

難
所
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
明
石
海
峡
を
望
む
所
に
は
、
兵
庫
熊
内
で
最
大
の
前
方
後
円

ご
し
き
づ
か

墳
で
あ
る
五
色
塚
古
墳
ゃ
、
山
陽
道
に
あ
る
官
幣
大
社
四
座
の
う
ち
三
座
が
紀
ら
れ
て

い
る
海
神
社
（
垂
水
区
宮
本
町
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
被
葬
者
や
祭
主
は
、
後
に
明

石
国
造
と
な
っ
て
い
く
よ
う
な
有
力
者
で
あ
っ
た
。
明
石
国
造
は
、
「
国
造
木
紀
い
に

よ
る
と
、
奈
良
盆
地
で
倭
国
造
に
任
命
さ
れ
た
（
大
）
接
直
と
同
じ
く
、
応
神
天
皇
の

つ

み

じ

サ

く

ね

時
に
設
置
さ
れ
、
都
弥
自
足
尼
（
神
知
津
彦
命
の
九
段
孫
で
あ
る
ぺ
九
足
尼
の
児
）
を
始
祖

と
す
る
氏
族
が
な
っ
て
い
た
。
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溝Z雲
長主ー
な
ど

Fむ
人

し

ょ

う

く

ら

ひ

と

の

み

な

も

り

げ

じ

ゅ

菟
原
郡
と
明
石
郡
に
本
籍
地
が
あ
っ
た
正
八
位
下
の
倉
人
水
守
と
外
従
八
位
下

や
ま
と
の
あ
か

L
の
む
ら
じ

大
和
連
と
大
和
赤
石
述
の
氏
族
名
が
与
え
ら
れ
た

Q
続
日
本
紀
』
）
。

（
七
六
九
）
六
月
に
は
、

倉
人
（
勝
人
・
椋
人
）

と
は
、
朝
廷
の
財
政
を
つ
か
さ
ど
る
倉
（
蔵
・
椋
）
に
関
わ
る
職
務
名
に
も
と

f

つ
い
て
、
渡
来
人
な
ど
に
つ
け
ら
れ
た
氏
族
名

で
あ
っ
た
。

一
方
海
臨
と
は
、
海
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
従
事
す
る
人
々
（
海
〔
人
）
部
）
を
統
率
す
る
職
務
名
に
も

と
づ
く
氏
族
名
で
あ
っ
た
。
海
部
を
現
地
で
統
率
し
て
い
た
氏
族
に
は
、

－
公
・
連
・
直
な
ど
の
カ
パ
ネ
が
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
な
か
で
も
、
特
に
直
を
与
え
ら
れ
た
氏
族
は
、
間
造
の
一
族
か
ら
任
命
さ
れ
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
直

溝
長
は
明
石
国
造
の
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
全
国
に
い
る
海
部
や
海
部
直
な
ど
を
都
で
統
率
し
て
い
た
の

ーマ晶、

（
阿
翠
連
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
は
、
次
の

一
つ
め
は
、
倉
人
や
海
誼
を
名
乗
っ
て
い
た
倭
直
系
の
枝
族
が
、
本

つ
の
説
が
あ
る
。

倭王様の神戸市域への進出

姓
で
あ
る
大
和
（
明
石
）
連
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
倭
誼

族
が
、
倉
人
や
海
誼
（
海
〔
人
〕
部
）
も
統
率
し

て
い
た
こ
と
を
一
不
し
て
い
る
、
と
い
う
説
で
あ
る
。

つ
め
は
、
母
方
の
氏
肢
名
で
登
録
さ
れ
て
い
た
の
を
父
方
の
氏
族
名
に

修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
和
連
と
倉
人
・
海
直
が
近
く
に
住
み
、
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
説
で

あ
る
。ど

ち
ら
が
妥
当
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
大
和
連
と
は
、
倭
国
造
（
倭
鼠
）
の
一
族
も
し
く
は
関
連
す
る
一
族
に

与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
和
赤
石
連
と
は
、
そ
の
一
族
の
中
で
特
に
赤
石
に
住
む

族
を
示
す
た
め
に
与
え
ら
れ
た
も
の

第二郎

で
あ
っ
た

る
。
後
に
明
石
郡
の
郡
領
（
郡
詞
の
長
官
や
次
官
）
と
し
て
大
和
や
赤
石
と
い
っ
た
民
族
名
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
大
和
赤
石
連
は
、
明
在
国
造
の

族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
想
定
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
、
大
和
赤
忍
連
の
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的
な
氏
族
名
を
名
乗
っ
て
い
る
大
和
連
は
、
菟
原
郡
の
郡
領
氏
族
や
国
造
氏
族
で
あ
っ
た
か
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る

ほ
ど
の
有
力
な
氏
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

凡
河
内
直
と

凡
河
内
国
遺

凡
河
内
国
造
は
、
『
古
事
記
』

や

ま

し

ろ

ぬ

か

た

ベ

の

ゆ

え

の

む

ら

七

や

神

代

第

六

段

に

よ

る

と

、

山

代

国

造

や

額

田

部

湯

坐

述

あ

ま

つ

ひ

こ

ね

の

み

こ

と

天
津
日
子
根
命
を
始
祖
と
す
る
凡
坪
内
直
（
凡
川
内
・
大
河
内
）
が
な
っ

を
含
む

一
氏
族
と
同
じ
く
、

た
。
凡
河
内
践
と
は
、
大
阪
湾
の
沿
岸
地
域
を
統
治
す
る
職
務
名
に
も
と
づ
く
氏
族
名
で
あ
り
、
カ
パ
ネ
は
天
武
天
皇
の
時
に

「
直
↓
連
↓
思
寸
」
と
変
わ
っ
た
。
慶
雲
一
一
一
年
（
七
O
ム
ハ
）
に
は
、
摂
津
国
造
と
し
て
凡
河
内
忌
寸
石
麻
自
の
名
前
が
見
え
る
の

で
（
「
続
日
本
紀
』
）
、
凡
河
内
障
は
、
国
造
が
地
方
官
で
な
く
な
っ
た
後
も
、
地
域
の
伝
統
的
な
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る

サ

さ

の

お

の

み

こ

と

あ

ま

の

や

す

か

わ

天
津
日
子
根
命
は
、
天
照
大
神
と
須
佐
之
男
命
が
天
安
河
で
誓
約
し
た
時
に
生
ま
れ
た
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の

か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
始
祖
を
持
つ
氏
族
は
、

）
時
期
か
ら
大
王
と
の
関
係
を
持
ち
、
従
属
性
が
高
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
凡
河
内
直
は
、
地
方
官
と
し
て
広
大
な
地
域
を
統
治
す
る
と
と
も
に
、
五
世
紀
の
後
葉
か
ら
七
世
紀
の
前

葉
に
か
け
て
、
航
海
に
関
す
る
祭
杷
や
運
送
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

あ

ら

て

や

ふ

し

と

よ

め

い

特
に
大
河
内
直
糠
手
や
矢
伏
は
、
推
古
天
皇
や
野
明
天
皇
の
頃
に
大
阪
湾
に
来
た
外
交
使
節
を
接
待
し
た
り
船
で
先
導
し
た

み
ぬ
め
の
さ
き

り
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
、
敏
売
崎
で
行
わ
れ
る
儀
礼
に
も
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
凡
河
内
直

む
な
か
た

香
賜
は
、
雄
略
天
皇
が
新
羅
へ
出
兵
す
る
前
、
宗
像
（
福
岡
県
宗
像
郡
玄
海
町
付
近
）
の
神
を
杷
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
雄

あ

じ

は

り

あ

ん

か

ん

略
の
意
に
沿
わ
な
か
っ
た
の
で
殺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
河
内
直
味
張
は
、
「
安
調
天
皇
の

旧
を
献
上
せ
よ
い
と
い
う
命
令
に
従
わ
ず
、
「
今
よ
り
以
後
、
郡
司
に
勿
預
り

の
た
め
に
、
屯
倉
と
す
る
良

と
い
う
処
分
を
受
け
て
い
る
。
当
時
は
郡
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苛
と
い
う
官
職
は
な
か
っ
た
の
で
、
間
造
の
地
位
を
奪
う
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
凡
河
内
誼
は
少
な
く
と
も
六
世
紀
の
前
葉
頃
に
国
造
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
味
張
は
、
そ

た

か

ふ

か

さ

父

の
罪
を
つ
ぐ
な
う
た
め
、
二
一
島
に
あ
っ
た
竹
村
屯
倉
を
耕
す
田
部
と
し
て
河
内
県
の
部
出
を
差
し
出
す
よ
う
に
な
り
、
大
連
で

ま

い

な

い

さ

い

だ

あ
っ
た
大
伴
金
村
へ
賄
と
し
て
狭
井
田
六
町
を
献
上
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
り
、
大
伴
連
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
神
戸
市
域
か

ら
淀
川
水
系
に
お
け
る
国
造
や
田
部
・
屯
倉
の
新
置
や
再
縞
が
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
く
ご
ひ
め

ま
た
、
大
河
内
稚
子
援
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
申
回
一
化
天
皇
の
庶
妃
と
し
て
桂
田
君
（
尼
約
市
椎
堂
付
近
が
本
拠
地
）

ほ

の

お

た

と

ひ

い

な

の

さ

み

の
始
祖
と
な
る
火
焔
皐
子
を
産
ん
で
い
る
。
『
古
事
記
』
で
は
、
他
に
丹
比
公
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
西
部
）
・
偉
那
公
（
尼
崎
市
猪

名
寺
付
近
）
の
始
祖
と
な
る
恵
波
王
（
上
殖
葉
奈
子
）
も
産
ん
で
い
る
。
丹
新
撰
姓
氏
録
』
の
な
か
で
、
火
焔
皇
子
を
始
祖
と
し

い
な
の
ま
ひ
と
か
わ
ら
の
さ
み

て
い
る
の
は
、
椎
田
君
の
本
拠
地
の
近
く
に
い
た
為
奈
真
人
と
川
原
公
だ
け
で
あ
る
。
椎
田
君
・
猪
名
真
人
・
川
原
公
は
、
本

｛委王権の神戸市域への進出

来
同
じ
一
族
で
あ
っ
た
の
が
順
次
分
か
れ
て
い
っ
た
か
、
し
だ
い
に
お
互
い
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
一
族
と
見
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
で
あ
り
、
何
れ
も
凡
河
内
誌
と
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
凡
河
内
誼
は
早
い
時
期
か
ら
大
和
や
河
内
の
勢
力
に
組
み
込
ま
れ
、
六
甲
山
地
の
南
部
や
西
部
に
お
け
る
倭

の
影
響
力
が
弱
ま
っ
た
後
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
き
、
猪
名
川
流
域
の
一
族
と
も
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
安
閑

天
皇
や
室
化
天
皇
の
頃
に
は
、
大
王
の
意
に
従
わ
な
か
っ
た
り
大
王
の
妃
を
出
す
な
ど
、
大
き
な
勢
力
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
味
張
が
六
世
紀
の
前
葉
に
事
件
を
起
こ
す
と
、
「
凡
一
円
内
の
ク
日
こ
は
大
伴
連
を
中
心
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ

第二節

の
後
、
凡
持
内
直
の
独
立
性
は
弱
ま
り
、
七
世
紀
の
前
築
に
は
大
和
や
河
内
の
勢
力
に
従
順
な
官
僚
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

古代・ cjJj笠i校史編H41 



凡
河
内
直
の
本
拠
地
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
神
戸
市
域
で
あ
っ
た
と
す
る
説
と
、
推
古
天
皇
の
頃
に
大
阪
府
域
か
ら
移
住

し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
て
き
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
の
遺
跡
や
社
寺
が
、
凡
河
内
直
や
倭
直
（
倭
悶
造
・
明
石
国
造
）
の
動
向
と
関
係

六
甲
山
地
南
部
の
地
域
社
会
は
、
先
述
の
よ
う
な
銅
鐸
や
大
型
の
古
墳
の
分
布
状
況
な
ど
か
ら
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

の
初
め
域
に
か
け
て
、
東
側
の
方
が
擾
勢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
回
世
紀
の
末
か
ら
五
世
紀
の
初
め
頃
に
、
五
色
塚
古
墳
と
一

対
と
な
る
念
仏
山
古
墳
が
作
ら
れ
た
り
、
六
世
紀
の
初
め
頃
に
、
松
野
遺
跡
（
長
田
区
日
吉
町
）
で
巨
大
な
建
物
（
有
力
者
の
邸

宅
、
も
し
く
は
神
殿
）
が
作
ら
れ
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
、
し
だ
い
に
西
側
の
方
が
優
勢
と
な
っ
て
い
っ
た
。

六
甲
山
地
南
部
（
特
に
西
側
）
に
い
た
有
力
者
は
、
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
大
和
や
河
内
の
勢
力
と
密
接
な

関
係
を
持
ち
、
急
速
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
大
和
や
、
河
内
の
勢
力
は
、
こ
れ
ら
の
有
力
者
を
国
造
な
ど
に
任
命
し
て
、

地
域
社
会
の
統
治
を
認
め
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
明
石
海
峡
を
通
過
す
る

河内国魂神社（灘区）

時
に
重
要
と
な
る
港
や
地
域
を
、
間
接
的
に
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

か

わ

ち

の

く

に

た

ま

く

に

た

ま

式
内
小
社
の
河
内
閣
魂
神
社
（
灘
区
間
玉
週
一
一
一
丁
目
）
は
、
大
阪
湾
沿
岸

の
開
発
と
経
営
に
関
す
る
神
を
把
る
国
魂
神
社
で
あ
り
、
凡
河
内
直
が
祭

む
ろ
う
ち

主
を
務
め
て
い
た
。
ま
た
、
室
内
遺
掛
（
長
問
区
前
阪
町
）
と
の
関
連
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
凡
河
内
寺
」
は
、
凡
河
内
直
が

族
の
安
寧
・
繁

写真5

栄
・
再
統
合
を
目
指
し
、
白
鳳
時
代
に
造
営
し
た
氏
寺
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
社
寺
は
、
凡
河
内
直
に
よ
る
地
域
社
会
の
成
立
や
盛
衰
と
関
係
し
て
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い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
猪
名
川
と
武
庫
川
の
聞
に
は
、
猪
名
占
有
リ
廃
寺
（
尼
崎
市
猪
名
寺
）
と
伊
丹
廃
寺
（
伊
丹
市
緑
ケ
丘
町
）
と
い
う
一

てコ
の

出
鼠
寺
臨
が
隣
接
し
て
い
た
。
建
物
配
霞
は
、
い
ず
れ
も
法
隆
寺
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
室
化
天
皇
と
凡
河
内
誼
の
娘

わ

く

ご

ひ

め

い

な

の

ま

ひ

と

い

な

べ

の

お

び

と

で
あ
る
稚
子
媛
と
の
聞
に
生
ま
れ
た
火
焔
皇
子
を
始
祖
と
す
る
川
原
公
も
し
く
は
為
名
真
人
・
為
奈
部
首
が
、

後
者
は
、
凡

河
内
閣
造
や
摂
津
田
河
辺
郡
の
大
領
を
務
め
た
凡
河
内
蔵
が
造
営
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
氏
族
は
、

い
ず
れ
も

凡
河
内
誼
と
関
係
し
て
お
り
、
凡
河
内
肢
が
大
阪
湾
の
北
岸
の
広
い
範
簡
で
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
え
る
。
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